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２８ 広報ゆりほんじょう 

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
市
内
各
地
で
、 

夏
祭
り
や
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
暑
い
夏
は
続
き
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
市
内
で
開
催
さ
れ
る
夏
な
ら
で
は
の 

イ
ベ
ン
ト
に
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み
て
は
。 

　第２０回矢島カップＭｔ．鳥海バイシクルクラシックが
７月２９日と３０日の両日、矢島地域で開催されました。 
　全日本ヒルクライムレース第２戦として開催された
この大会では、２９日のタイムトライアルに続いて３０日に
はヒルクライムレース（フルクラス２９ｋｍ、ハーフクラス
１４ｋｍ）が行われ、過酷な真夏の猛暑の中、８５０人を超え
るアスリート達が厳しい山岳コースに果敢に挑みました。 

子どもたちに熱血指導 

スポーツ選手、指導者へ 
熱いメッセージ 

夏 夏 夏 

―
シ
ー
ガ
ル
で
永
島
さ
ん
講
演
― 

『
夢
に
向
か
っ
て
！
』 

　
　
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

の
永
島
昭
浩
さ
ん
を
講
師
と
し
て
迎
え
た

西
目
文
化
講
演
会
が
八
月
三
日
、
西
目
公

民
館
「
シ
ー
ガ
ル
」
で
開
催
さ
れ
、
約
二

百
人
の
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
の
市
民
ら
が
参

集
し
ま
し
た
。 

　
永
島
さ
ん
は
、
Ｊ
リ
ー
グ
や
海
外
リ
ー

グ
、
日
本
代
表
で
培
っ
た
経
験
か
ら
「
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
日
本
は
惨
敗
し
た
が
、

プ
ロ
は
言
い
訳
を
し
て
は
い
け
な
い
。
立

ち
止
ま
ら
ず
常
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
」
、「
サ
ッ
カ
ー
は
、
学
校
の
勉
強
と

違
い
、
答
え
は
一
つ
だ
け
で
は
な
い
。
結

果
を
出
す
た
め
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
が
重
要
。

基
本
練
習
の
繰
り
返
し
が
大
事
」
な
ど
、

日
本
代
表
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
あ
げ
て
分
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。 

　
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
専
務
理
事
の
熊
谷
さ

ん
と
西
目
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
畠
山
総
監
督

を
交
え
た
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
来
年
の

秋
田
わ
か
杉
国
体
に
向
け
た
取
り
組
み
や

県
内
の
若
年
層
の
強
化
策
な
ど
を
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
西
目
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
員
と

西
目
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
へ
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
、
永
島
さ

ん
が
実
際
に
手
本
と
な
っ
て
ボ
ー
ル
を
蹴

り
、
熱
く
な
る
場
面
も
み
ら
れ
ま
し
た
。 

　
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
観
客
か
ら
「
日

本
代
表
や
Ｊ
リ
ー
グ
の
指
導
者
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
の
声
も
聞
か
れ
、
会
場
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。 

（財） 

夏の夜空に咲く光の大輪夏の夜空に咲く光の大輪
　由利本荘の夏を彩る本荘川まつり花火大会（市観光協会主催）が 
8月5日夜、友水公園で行われ、夜空に咲いた約6,000発の大輪が 
浴衣姿の家族連れなどを魅了しました。 
（※カラー増刷に伴い、ページ構成を一部変更しています） 

（写真はコラージュです） 

主な内容 

 
ハンガリー共和国バーツ市から友好訪問 
　　　　　　　　　　　 
交通安全市民大会を開催……………… 
 

②

④～⑦

⑫

「在ブラジル由利本荘追分け会」設立… 



広報ゆりほんじょう３

出席者が語る在ブラジル「由利本荘追分け会」

きずなを深めることができた

手の厚さにご苦労がしのばれた

　移住された方々が努力を重

ね、ブラジルの社会で高い信

頼を得ていると感じました。二世、三世と

時が経つにつれて隔たりが懸念される中、

今回の訪問できずなを深めることができ、

とてもうれしく思っています。

　＝市民訪問団長、西目町西目＝

　移住してから在伯由利本荘

追分け会発足に至る歴史の中

には、第二次大戦終戦時の日本人同士の争

いなどがあったことを知りました。握手し

た時、がっしりとした厚い手に、長年の努

力や苦労がしのばれました。

　＝団員、西目町海士剥＝

齋藤　作圓さん（６２歳）

佐々木勝行さん（６２歳）

　高齢化が進む会員にとって、

ふるさとは心のよりどころで

す。焼山のワラビのごとく、太く長く、こ

の会が継続できるよう、微力ながら頑張り

ます。

　＝由利本荘追分け会世話人、桜小路出身＝

ふるさとは心のよりどころです

伊藤　　武さん（６４歳）

本荘追分、いがったスな～

　齋藤栄一さんの本荘追分、

いがったスな～。久しぶりに

聞ぎました。追分け会の一員サしてもらっ

て、本当に良かったです。

　＝前アマゾン地域秋田県人会長、旧大森町出

身、招待者として出席＝

畠山　岩吉さん（７２歳）

　コーヒー農場を視察

　日伯友好病院の前で

▲
「
古
里
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
」

　

鳥
海
山
を
描
い
た
水
墨
画
が

　

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

▲

和
や
か
に
歓
談　�

　先没者慰霊碑へ

れ
ぞ
れ
の
味
わ
い
を
楽
し
み
な
が
ら
、
和

れ
ぞ
れ
の
味
わ
い
を
楽
し
み
な
が
ら
、
和

や
か
に
歓
談
し
ま
し
た
。

や
か
に
歓
談
し
ま
し
た
。

こ
の
総
会
に
併
せ
、
公
募
に
よ
り
「
在

　

こ
の
総
会
に
併
せ
、
公
募
に
よ
り
「
在

伯
由
利
本
荘
追
分
け
会
交
流
市
民
訪
問

伯
由
利
本
荘
追
分
け
会
交
流
市
民
訪
問

団
」
を
結
成
、
十
二
人
が
七
月
二
十
一
日

団
」
を
結
成
、
十
二
人
が
七
月
二
十
一
日

か
ら
三
十
日
ま
で
の
日
程
で
ブ
ラ
ジ
ル
を

か
ら
三
十
日
ま
で
の
日
程
で
ブ
ラ
ジ
ル
を

訪
問
。
追
分
け
会
設
立
記
念
式
典
の
ほ
か
、

訪
問
。
追
分
け
会
設
立
記
念
式
典
の
ほ
か
、

日
伯
友
好
病
院
や
東
山
農
場
の
視
察
、
元

日
伯
友
好
病
院
や
東
山
農
場
の
視
察
、
元

福
祉
大
臣
や
オ
ラ
ン
ブ
ラ
市
長
表
敬
訪
問
、

福
祉
大
臣
や
オ
ラ
ン
ブ
ラ
市
長
表
敬
訪
問
、

イ
グ
ア
ス
日
本
人
会
と
の
交
流
な
ど
を
通

イ
グ
ア
ス
日
本
人
会
と
の
交
流
な
ど
を
通

し
、
貴
重
な
体
験
を
収
め
ま
し
た
。

し
、
貴
重
な
体
験
を
収
め
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
さ
れ
た

方
々
で
組
織
す
る
「
在
ブ
ラ
ジ
ル
由
利
本

荘
追
分
け
会
」
の
設
立
総
会
が
七
月
二
十

三
日
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
の
秋
田
県
人
会
館

で
開
催
さ
れ
、
百
人
を
超
え
る
市
か
ら
の

移
住
者
と
と
も
に
、
市
関
係
者
な
ど
が
同

郷
の
き
ず
な
を
確
か
め
な
が
ら
親
交
を
深

め
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
こ
れ
ま
で
旧
本
荘
市
か

ら
の
移
住
者
が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
二
十

年
余
り
に
わ
た
っ
て
本
荘
追
分
会
と
し
て

活
動
を
進
め
て
い
て
、
新
市
に
合
わ
せ
た

改
称
を
行
い
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
図
っ

た
も
の
で
す
。

　

過
去
に
二
回
、
ブ
ラ
ジ
ル
秋
田
県
人
会

の
記
念
式
典
に
出
席
し
、
今
回
が
三
度
目

の
訪
問
と
な
る
柳
田
市
長
は
祝
辞
の
中
で

「
市
出
身
者
の
会
と
し
て
は
世
界
で
た
だ

一
つ
。
こ
れ
か
ら
も
古
里
を
忘
れ
な
い
で
、

元
気
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
、

記
念
品
と
し
て
鳥
海
山
を
描
い
た
水
墨
画

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
総
会
の
後
の
昼
食
会

で
は
市
か
ら
持
ち
寄
っ
た
日
本
酒
が
振
る

舞
わ
れ
、
地
酒
と
ふ
る
さ
と
な
ま
り
、
そ

広報ゆりほんじょう ２

＊　
　
　

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

父の生きがいは市長との交流に
　父は、本荘市長さんとの交
流を生きがいにしていました。
市長さんからの手紙を死ぬ直
前まで胸に抱いて離しません
でした。
　＝元本荘追分会長・故新為忠蔵
さん（愛宕町出身）の娘さん＝

夫はこの会を大事にしてました
　うぢの人は、まんずこの会
を大事にしてました。市長さ
んに来てもらって、もし生ぎ
でいれば、なんぼが喜んだん
しべナ。
　＝本荘追分会設立発起人の中
心者・故石川久助さん夫人、柴
野出身＝

新為　千鶴さん
（５９歳・２世）

石川　千枝さん
（９０歳）

７月２３日（日）
ブラジル・
サンパウロ市

会の誕生を祝し、石川さんと
柳田市長によるケーキカット



４ 広報ゆりほんじょう ５ 広報ゆりほんじょう 

　
友
好
交
流
団
の
訪
問
は
、
旧
本

荘
市
が
バ
ー
ツ
市
と
友
好
交
流
協

定
を
結
ん
で
お
り
、
平
成
十
年
に

バ
ー
ツ
市
か
ら
の
訪
問
団
が
来
荘

以
降
、
相
互
交
流
を
継
続
し
て
い

る
も
の
で
、
昨
年
は
本
市
の
中
学

生
ら
十
四
人
が
バ
ー
ツ
市
を
訪
問

し
ま
し
た
。 

　
今
回
本
市
に
訪
れ
た
ハ
ン
ガ
リ

ー
共
和
国
バ
ー
ツ
市
友
好
交
流
訪

問
団
は
、
中
学
生
十
二
人
と
、
引

率
の
バ
ー
ツ
市
顧
問
ラ
イ
タ
イ
さ

ん
、
バ
ー
ツ
自
治
委
員
バ
ー
ラ
デ

ィ
さ
ん
の
総
勢
十
四
人
。
七
月
三

十
一
日
に
中
部
国
際
空
港
セ
ン
ト

レ
ア
に
到
着
後
、
通
訳
の
ア
ニ
タ

さ
ん
と
と
も
に
八
月
一
日
に
は
、

柳
田
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
一
週
間
の
滞
在
期
間
中
、
生
徒

ら
は
市
内
の
一
般
家
庭
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
て
親
交
を
深
め
な
が
ら
、

お
り
が
み
や
習
字
、
茶
道
、
座
禅

な
ど
の
体
験
、
男
鹿
水
族
館
や
秋

田
市
の
竿
燈
ま
つ
り
、
鳥
海
山
、

法
体
の
滝
の
見
学
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
の
買
い
物
、
本
荘

マ
リ
ー
ナ
で
の
海
水
浴
な
ど
を
楽

し
み
、
日
本
の
文
化
や
歴
史
、
習

慣
に
親
し
み
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昨
年
バ
ー
ツ
市
を
訪
れ

た
青
少
年
ハ
ン
ガ
リ
ー
友
好
交
流

訪
問
団
の
団
員
と
も
再
会
し
、
旧

交
を
深
め
合
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
本
市
と
友
好
交
流
協
定
を
結
ぶ
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
の
バ
ー
ツ
市

友
好
交
流
訪
問
団
ら
十
四
人
が
本
市
を
訪
問
、
七
月
三
十
一
日
か
ら

八
月
六
日
ま
で
市
内
の
各
家
庭
に
分
か
れ
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な

が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
バ
ー
ツ
市
か
ら
の
訪
問
は
今
回
で
五
回

目
。
本
市
で
の
滞
在
の
様
子
や
生
徒
た
ち
が
日
本
に
来
て
感
じ
た
国

際
交
流
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

７ 

８ 

３１ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

月　  日（月） 

月　  日（火） 

日（水） 

日（木） 

日（金） 

日（土） 

日（日） 

セントレア空港着、秋田空港着、 
市内宿泊 

市役所周辺散策、茶道体験、 
市長表敬訪問、歓迎レセプション 

男鹿水族館見学、 
秋田市ショッピングセンターで買い物 

おりがみ・習字体験、 
本荘マリーナ海水浴 

座禅体験、 
鳥海山・法体の滝見学 

ホストファミリーデイ 
本荘川まつり花火大会見学 

都内観光 
成田空港から帰国 

バーツ市について バーツ市について 

■今回の訪問日程 

▲
 

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で 

▲
 

初
め
て
の
座
禅
体
験 

▲約１年ぶりに感激の再会 

▲楽しい食事のひととき ▲男鹿水族館の巨大水槽の前で 

▲本荘マリーナでスイカ割りに挑戦 

　1000年の歴史を持つドナウ河畔にある司教座

の町です。この町は、1846年にブダペストから

初めて鉄道が走った町として有名で、時速30km

で「疾駆した」と伝えられています。

　また、1764年にオーストリア・ハプスブルク

帝国の女帝マリア・テレジアがここを訪れたの

を記念して、全国で唯一カ所凱旋門が造られた

町としても知られています。

　コンスタンチン広場には、古典様式の壮麗な

司教館が堂々とした姿を見せています。18世紀

に建設された司教の宮殿（ミガッジ広場）や、

ピアリスト派教会、修道士館（セントハーロム

シャーグ広場）も、必見です。



■渡辺さんのお宅の前で、ご家族と 

７ 広報ゆりほんじょう 

■歓迎レセプションで、齊藤さんご家族とナジ・アンナさん 
■山田さんのお宅のバーベキューパーティーに 

クリジャニック・ビクトル君も参加して 

■歓迎レセプションで、シャンドール君（左下）と 
上原海人君（右下）とお母さん 

●お話を伺ったのは… 
齊 藤 美 子さん（春那さんのお母さん） 

●ホームステイしたのは… 
ナジ・アンナさん 
オチュカイ・アンナマリアさん 

●お話を伺ったのは… 
山 田 まゆみさん（和史君のお母さん） 

●ホームステイしたのは… 
ドゥナビルジ・マーチャーシュ君 

●お話を伺ったのは… 
渡 辺 英 昭さん（佳奈さんのお父さん） 

●ホームステイしたのは… 
ベレシュ・アレクサンドラ・フローラさん 
サボー・アニタ・リラさん 

●お話を伺ったのは… 
上 原 睦 美さん（海人君のお母さん） 

●ホームステイしたのは… 
バヤ・シャンドール君 

６ 広報ゆりほんじょう 

ハンガリーの子どもたちハンガリーの子どもたち12人にインタビューしてみました。人にインタビューしてみました。 ハンガリーの子どもたち12人にインタビューしてみました。 
ホストファミリーのご家族にお話を伺いました。 

また日本に来てみたい　  ！  また日本に来てみたい　  ！  また日本に来てみたい　  ！  

　ハンガリーと

違う文化が色々

あってとても新

鮮だったよ。ホ

ストファミリー

と過ごすのも楽

しくて、チャン

スがあればまた

来てみたいね。

ﾄ゙ ｩﾅﾋ ﾙ゙ｼ・゙ 
ﾏｰﾁｬｰｼｭ君 

（12歳）

　日本人はみん

な優しい人ばか

り。その優しさ

がとても心に残

った。だから、

僕もこれからほ

かの人に対して

もっと優しくな

ろうと思うよ。

ｸﾘｼ ｬ゙ﾆｯｸ・ 
ﾋ ｸ゙ﾄﾙ君 

（15歳）

　日本は安全で

きれいな国だね。

人もみんな正直

で、ぜひ見習い

たいよ。水族館

もとても楽しか

ったし、また夏

休みにでも来た

いな。

ｼﾝｺ ・ー 
ﾍ゙ ﾝﾂｴ君 

（15歳）

　ホストファミ

リーはみんな優

しくて、僕をと

ても大事にして

くれた。初めて

飲んだ抹茶は不

思議な味だった

けど、いい経験

になったよ。

ﾊﾞﾔ・ 
ｼｬﾝﾄ゙ ｰﾙ君 

（13歳）

　日本をとても

気に入ったわ。

日本に来てから

の経験は、すべ

てがすばらしい

事ばかり。帰っ

たら絶対にハン

ガリーの友達に

伝えたいな。

ﾅｼ・゙ 
ｱﾝﾅさん 

（14歳）

　緑が多くてす

ばらしいところ

ね。人もみんな

優しくて、いつも

手伝ってくれる

し。折り紙や書

道など、日本の

文化を色々体験

できてうれしい。

ﾌｪｰﾍﾙﾊﾞー ﾘ・ 
ﾙﾂｱさん 

（14歳）

　みんなとても

優しくて、たく

さん笑ったり遊

んだりしたのよ。

水族館には初め

て見る生き物も

いて、とても楽

しかった。また

来たいな。

ﾎ ﾙ゚ﾉｰｲ・ 
ｼ ｮ゙ｰﾌｨｱさん 

（13歳）

　楽しいホスト

ファミリー。こ

の家族の子ども

になれてうれし

かったわ。水族

館はきれいで建

物も面白い。日

本に来て本当に

良かった。

ﾄ゙ ｰﾂｨ・ 
ﾌｧﾝﾆさん 

（13歳）

　とてもきれい

で近代的な日本。

人もみんな親切

ね。それを見て

私ももっと優し

くなろうと思っ

たの。毎日笑っ

て過ごせたら最

高だものね。

ﾍ ﾚ゙ｼｭ・ｱﾚｸｻﾝ 
ﾄ゙ ﾗ・ﾌﾛｰﾗさん 

（14歳）

　とても長い時

間がかかったけ

ど、日本に来て

本当に良かった。

人、水族館、茶道、

ショッピング…

全部すばらしい

ことばかりよ。

ﾎﾞﾄ゙ ﾆｨ・ 
ﾋ ｱ゙ﾝｶさん 

（13歳）

　日本はとても

近代的ですばら

しい国。写真を

たくさん撮った

から、帰ったら

みんなに見せる

の。次はぜひ友

達を連れて来た

いな。

ｵﾁｭｶｲ・ 
ｱﾝﾅﾏﾘｱさん 

（14歳）

　自分が考えて

いた以上に、美

しくてすばらし

い国。文化や歴

史、習慣の違い

を、これからた

くさんの友達に

伝えていきたい

と思ってる。

ｻﾎﾞー・ｱﾆﾀ・ 
ﾘﾗさん 

（14歳）

法
体
の
滝
前
で 

本
荘
公
園
で 

　食べ物がなかなか合わなかったようで、そ

の点は大変でした。英語の話せる友人に通訳

を頼んだりもしましたが、子どもたちはあれ

やこれや結構コミュニケーションが取れてい

たみたいですね。新鮮な体験ができた１週間

だったと思います。

　マーチャーシュ君は好奇心旺盛な男の子で、

いろんな事に興味を示してましたね。バーベ

キューの焼き鳥を串に挿したりしてお手伝い

もしてくれましたよ。今までにない体験がで

きて、とても楽しく、充実した毎日を過ごす

ことができました。

　シャンドール君はとても面白い男の子で、

毎晩のように物まねや歌を披露して私たちを

楽しませてくれました。「あっち向いてホイ」

を覚えて、勝負しては盛り上がってましたヨ。

最初は不安だったけど、引き受けて本当に良

かったと思ってます。

　ホームステイをした２人の女の子たちは、

とても楽しそうに過ごしてましたね。日本食

が苦手のようなので、食事には、かなり気を

使いましたが、彼女たちを連れてあちこち出

かけたりできたので、いい機会だったと思い

ます。
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■第 1回由利本荘市婦人家庭バレーボール大会開催�
　市内各地域の婦人による記念すべき第１回婦人家庭バ
レーボール大会が開催されます。みんなで応援しましょ
う�

▽と　き　８月２７日�　午前９時

▽ところ　本荘体育館

▽問い合わせ先　市婦人団体連絡協議会事務局（本荘公
　　民館内）

■８月からの「遊泳館」各種教室
【アクアビクス教室】
［午前の部］

▽と　き　８月２９日�から毎週火曜日
　　　　　午前１０時３０分～１１時２０分
［午後の部］

▽と　き　８月３１日�から毎週木曜日
　　　　　午後７時３０分～８時２０分
　※各部とも全１２回　定員２０人

▽講　師　結城由美子氏（エアロビクスインストラクター）

▽参加費　１，５００円
【水泳教室】

▽とき・内容　９月１日�から毎週月、金曜日 全１６回
◎初級者（クロール、背泳ぎ）
　午前１０時１５分～１１時１０分　定員４０人
◎中級以上（平泳ぎ、バタフライ）
　午前１１時１５分～１２時１０分　定員２５人
【水中ウォーキング教室】
◎午前１１時１５分～１２時１０分　定員２０人

▽講　師　水泳指導員　田口真由美氏、佐々木君枝氏、
　　大川はるか氏　

▽参加費　２，０００円
【ベビースイミング教室】１～３歳対象

▽開催日　９月７日�から毎週木曜日
　　午後２時１５分～３時　全１２回　定員１５組

▽講　師　高橋昭子氏

▽参加費　１，５００円
　※各教室とも参加費を初日にいただきます。ただし、
　　プール使用料は毎回必要です。

▽申し込み・問い合わせ先　市スポーツ振興課（�２４－
　　６２８７）または「遊泳館」（�２４－０１３４）まで

■フィットネスジム登録講習会

▽と　き　８月２７日�　午後２時

▽ところ　アクアパル　

▽定　員　２５人（先着順）

▽年会費　一般３，１５０円、学生１，５７５円（ともに税込み）
　※事前に電話等でアクアパルへ申し込みください。

■フリーマーケット「水辺のまち市場」

▽と　き　８月２０日�　午前９時～午後３時（雨天時中
　　止）

▽ところ　アクアパル南側正面広場（屋外４０区画・１区
　　画＝約１坪）

▽内　容　不用になった日用雑貨・衣類・書籍等

▽出店料　無料　

▽申込期限　８月１７日�
■カヌー教室

▽と　き　８月２０日�　午後１時～４時

▽ところ　子吉川（アクアパル集合）

▽対　象　小学３年生以上（小学生は保護者同伴）

▽定　員　２０人（先着順）

▽参加料　５００円（保険料）

▽持ち物　タオル、着替え　
▽申込期限　８月１８日�

■企画展「由利本荘市の文化財展Ⅱ」開催中
　今回は、由利・矢島・鳥海地域の指定有形文化財の中
から、彫刻、古文書、歴史資料、工芸品など県指定文化
財３点、市指定文化財１９点を展示しています。

▽期　間　８月３１日�まで（期間中は無休）

▽開館時間　午前９時～午後４時

▽入館料　一般１００円（学生は無料）

本荘公民館　�２２－０９００

スポーツ振興課　�２４－６２８７

アクアパル　�２２－５６１１

本荘郷土資料館　�２４－３５７０

■公共施設休館日（８月下旬）

▽青少年ホーム　
　　２７日�、日曜・祝日の夜間（午後５時～）

▽日新館　２０日�

▽寿康苑　２０日�・２８日�

▽福祉会館　２７日�
■寿康苑健康相談

▽と　き　８月２２日�　午前９時３０分～午前１１時（川辺
　　方面の送迎の日です。）

▽ところ　寿康苑

福祉会館　�５６－２２０５

矢 島 地 域矢 島 地 域

生涯学習課　�５６－２２０３ 寿康苑　�５６－２９４０

本 荘 地 域本 荘 地 域
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■第１３回東由利スポーツ祭ゲートボール大会

▽と　き　８月２７日�　午前９時～開会式
　※雨天の場合は、９月３日�に延期

▽ところ　東由利運動場

生涯学習課　�６９－２３１０

東由利地域東由利地域

■第１９回スターウォッチング　ｉｎ　あきた開催

▽と　き　９月２日�　午後７時～９時３０分

▽ところ　南由利原高原　コスモワールド周辺（ふれあ
　　いロッジ）雨天決行

▽内　容　①夏～秋の星座開設と観察
　　　　　②星雲・星団・二等星などの観察
　※参加費無料。防寒着などをご準備ください。

▽問い合わせ先　コスモワールド（�５３－２００８）

産業課　�５３－２１１４

由 利 地 域由 利 地 域

■岩城中学校生徒会が港湾空港関係功労者表彰を受賞
　岩城中学校生徒会では、平成４年より道川海岸の海水
浴場、島式漁港周辺の清掃ボランティア活動を行い環境
美化意識の向上に努めてきました。
　この活動が認められ、７月２９日セリオン１階センター
ホールにおいて、国土交通省東北地方整備局より港湾空
港関係功労者表彰が贈られました。

岩 城 地 域岩 城 地 域

■第１７回東日本さつき整形競技会開催

▽と　き　８月２０日�　８時３０分～受付、９時３０分競技
　　開始（３時間）

▽ところ　さつき栽培センター

▽申込方法　ハガキ（住所、氏名、電話番号を明記）ま
　　たは電話で。先着４０名。

▽参加料　７，５００円（素材、針金、昼食含む）

▽競技花　旭の光（２５年生）
　※審査講師は鹿沼市より。道具類は持参してください。

▽問い合わせ先　さつき栽培センター（�６７－２３１５）

■第１０回秋田馬子唄全国大会開催
▽と　き　９月９日�　午前９時

▽ところ　農村環境改善センター
▽ゲスト　王藤正蔵、菊地実、わかくさ会

▽入場券　大内公民館で５００円で発売中�
■読み聞かせ教室『おはなしのへや』開催
　出羽伝承館では毎月第４土曜日におはなしのへやを開
催しています。

▽と　き　８月２６日�　午前１０時３０分

▽ところ　出羽伝承館（児童図書コーナー）
　※読み聞かせボランティア会員も募集中です�

▽問い合わせ先　出羽伝承館（�６２－０５０５）

産業課　�６５－２２１６

大 内 地 域大 内 地 域

大内公民館　�６５－２２１０

■油絵を楽しむ会（仮称）会員募集のお知らせ 
　自分で描いた油絵を持ち寄り、月に一度勉強会をしま
す。指導者には加藤新市先生を予定しています。初心者
の方も大歓迎です。 

▽と　き　平日の午前中を予定しています。

▽ところ　西目公民館シーガル

▽会　費　月１，０００円の予定です。

▽申し込み・問い合わせ先　小野さん（�３３－２７４４）

生涯学習課　�３３－２３１５

西 目 地 域西 目 地 域

■第４８回鳥海郷土芸能発表会開催

▽と　き　８月２７日� 　午後２時～４時３０分

▽ところ　紫水館

▽内　容　
　　第１部＝午後２時～３時　秋田県民謡を中心とした
　　演奏、唄　第２部＝３時～３時３０分　全国の民謡　
　　第３部＝３時３０分～４時３０分　民謡ショー

鳥 海 地 域鳥 海 地 域

鳥海公民館　�５７－２８８１



　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
調
月

間
の
七
月
、
市
内
で
は
、
保
護
司
会
や
更

生
保
護
女
性
の
会
な
ど
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動

や
、
公
開
ケ
ー
ス
研
究
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。�

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
家�

庭
教
育
の
あ
り
方
や
非
行
防
止
活
動
に
つ�

い
て
、
よ
り
一
層
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
七
月
六
日
に
は
本
荘
地
区
保
護
司
会
の�

菊
地
恭
一
会
長
が
、
柳
田
市
長
に
法
務
大�

臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
。
統
一
標
語
に�

「
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く
明
る
い
社�

会
」
を
掲
げ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
幅
広
い�

活
動
を
展
開
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
矢
島
地
域
の
日
新
館
で
は
同
月�

二
十
日
、
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
公�

開
ケ
ー
ス
研
究
会
」
が
行
わ
れ
、
本
荘
地�

区
保
護
司
会
ほ
か
約
百
三
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。�

　
こ
の
日
は
、
矢
島
中
学
校
一
年
の
佐
藤

美
紀
さ
ん
、
土
田
瑠
美
さ
ん
の
意
見
発
表

や
、
法
務
省
広
報
ビ
デ
オ
「
二
つ
の
道
」

を
鑑
賞
。さ
ら
に
、三
つ
の
分
科
会
に
分
れ

て
熱
心
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
地
域
で
力
を
合
わ
せ
、
明
る
い
社
会
を

築
く
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
合
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
期
間
中
は
学
校
を
中
心
に
啓
発
チ�

ラ
シ
が
配
布
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な�

形
で
犯
罪
や
非
行
の
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。�

　
夏
休
み
、
帰
省
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で

出
か
け
る
機
会
が
多
く
な
り
、
一
人
一

人
が
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、

交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う
と
、
夏
の
交

通
安
全
運
動
（
八
月
一
日
〜
十
日
）
に

合
わ
せ
て
、
第
二
回
由
利
本
荘
市
交
通

安
全
市
民
大
会
が
八
月
一
日
、
本
荘
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
大
会
に
は
約
千
人
の
市
民
が
参
加
し
、

初
め
に
交
通
事
故
犠
牲
者
に
対
す
る
黙

と
う
が
捧
げ
ら
れ
た
あ
と
、
交
通
安
全

功
労
者
三
個
人
・
四
団
体
に
感
謝
状
を

贈
呈
。
交
通
安
全
ハ
ガ
キ
コ
ン
ク
ー
ル

の
小
学
生
の
部
、
高
齢
者
の
部
そ
れ
ぞ

れ
の
入
賞
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
市
内
の
小
学
生
、
中
学
生
、
高

校
生
の
三
人
に
よ
る
体
験
発
表
で
は
、
通

学
時
の
体
験
や
交
通
安
全
に
つ
い
て
日
ご

ろ
か
ら
思
う
こ
と
や
考
え
な
ど
を
発
表
し

ま
し
た
。�

　
最
後
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
よ
り
一

層
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
努
め
、
交
通

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
た
め
、
大
会
宣
言
が

決
議
さ
れ
大
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。�

　
な
お
、
交
通
安
全
ハ
ガ
キ
コ
ン
ク
ー
ル

の
作
品
は
、
秋
に
実
施
さ
れ
る
「
米
ま
つ

り
」
で
展
示
し
、
紹
介
す
る
予
定
で
す
。�

▲中学生が啓発チラシを配付（鳥海地域で）�

▲ケース研究会では熱心な話し合いが�

▲交通安全功労の個人・団体の皆さん�

▲多くの市民が交通安全の誓いを新たにしました�

▲メッセージを受け取る�
　　　　　　　柳田市長�

第56回
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「ふくちゃん」を考案
　シンボルマークのふくろ
うは、見張り番として目を
光らせているイメージと、
地域住民へ「ふく（福）」
を届けたいという思いから
考案しました。
　当ＪＡが持つネットワー
クで、地域の安全を守る取
り組みを積極的にお手伝い
できればと思っています。

ＪＡ秋田しんせい
企画課　　　　　

三浦　博之さん

しんせいふくちゃん見まもり隊しんせいふくちゃん見まもり隊

安
全
・
安
心
な

安
全
・
安
心
な

　

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
の
「
し
ん
せ
い
ふ

く
ち
ゃ
ん
見
ま
も
り
隊
」
が
七
月
二
十
六

日
、
活
動
を
開
始
し
、
同
日
秋
田
し
ん
せ

い
本
店
前
で
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
「
し
ん
せ
い
ふ
く
ち
ゃ
ん
見
ま
も
り

隊
」
は
、
同
Ｊ
Ａ
の
第
四
次
中
期
総
合
三

か
年
経
営
計
画
に
お
け
る
具
体
的
取
組
事

項
「
社
会
的
責
任
と
地
域
社
会
へ
の
貢

献
」
の
実
践
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
の

各
種
事
業
活
動
を
通
じ
、
地
域
住
民
の

「
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
」

を
目
指
し
て
活
動
す
る
も
の
。
ふ
く
ろ
う

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の

マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー
を
、
同
Ｊ
Ａ
が

所
有
す
る
三
百
台
以
上
の
車
両
へ
掲
示
し
、

犯
罪
の
抑
制
や
未
然
防
止
を
訴
え
ま
す
。

　

出
発
式
で
は
、
同
Ｊ
Ａ
の
阿
部
和
雄
組

合
長
が
「
管
内
を
巡
回
す
る
Ｊ
Ａ
の
公
用

車
が
、
犯
罪
防
止
と
い
う
形
で
地
域
に
貢

献
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
職
員
を
代
表
し
て
融
資
課
の
田
口

悟
さ
ん
が
「
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
を

守
る
た
め
、
全
力
で
見
守
り
運
動
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
」
と
、
力
強
く
キ
ッ
ク
オ

フ
宣
言
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
職
員
や
関
係
者
が
見
守
る
な

か
、
パ
ト
カ
ー
を
先
頭
に
次
々
と
出
発
。

「
し
ん
せ
い
ふ
く
ち
ゃ
ん
見
ま
も
り
隊
」

は
、
今
日
も
ま
ち
の
あ
ち
こ
ち
で
目
を
光

ら
せ
て
い
ま
す
。

　
�
本
荘
法
人
会
（
斎
藤
銑
四
郎
会
長
）
の
女
性
部
会
が
こ
の

ほ
ど
、「
う
ご
く
こ
ど
も
一
一
〇
ば
ん
」
シ
ー
ル
を
作
成
し
、

地
域
の
安
全
に
働
き
か
け
る
活
動
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
社
会
貢
献
の
あ
り
方
を
模
索

し
て
き
た
本
荘
法
人
会
。「
う
ご
く
こ
ど
も
一
一
〇
ば
ん
」

シ
ー
ル
活
動
は
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
が
犠
牲
に
な
る
事
件
が
増

え
て
い
る
今
、
地
域
の
安
全
へ
の
取
り
組
み
の
一
翼
を
担
い
た

い
と
、
同
法
人
会
の
女
性
部
会
に
よ
っ
て
発
案
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
が
親
し
み
を
持
て
る
よ
う
、
か
わ
い
ら
し
い
自
動
車
の
形

に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
荘
法
人
会
で
は
今
後
、
こ
の
シ
ー
ル
を
七
百
以
上
あ
る
同

法
人
会
会
員
企
業
の
営
業
車
だ
け
で
な
く
、
会
員
個
人
の
自
動

車
に
も
張
る
よ
う
呼
び
か
け
、「
み
ん
な
で
子
ど
も
を
ま
も
ろ

う
」
と
い
う
意
識
の
醸
成
と
、
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
を

継
続
し
て
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
た
め
に

ステッカーを付けた公用車が次々と出発

安全・安心な地域にしたい

　私たち女性部会員共通の思いを形にした「うご
くこども１１０ばん」シール。
　この活動を継続していくことで、子どもたちを
安全・安心のなかで大切に育てていきたいという
意識の発信元となり、地域を守る力につながって
いけばうれしいですね。

�本荘法人会　女性部会会長　小田美恵子さん

�本荘法人会　女性部会会長　小田恵美子さん（左）と
同会の佐藤久吉専務理事　　　　　　　　　　　　　

うごくこどもうごくこども１１０１１０ばんばん
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第
二
十
二
回
日
本
海
洋
上
花
火
大
会

が
七
月
二
十
九
日
、
道
川
海
水
浴
場
で

開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約
三
万
人
が

訪
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
の
道
川
海
水
浴
場
は
、
海
水

浴
客
の
ほ
か
に
も
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
花
火
を
待
つ

人
で
に
ぎ
わ
い
、
浜
辺
に
続
く
道
に
は

露
店
が
建
ち
並
び
、
早
い
時
間
か
ら
祭

り
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。�

　
午
後
七
時
半
を
期
し
て
打
ち
上
げ
が

始
ま
る
と
、
砂
浜
を
埋
め
尽
く
し
た
観

客
か
ら
は
大
き
な
歓
声
と
盛
ん
な
拍
手

が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。�

　
今
回
は
特
別
企
画
と
し
て
「
メ
モ
リ

ア
ル
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
」
も
募
集
。
愛
、

笑
顔
、
感
謝
を
テ
ー
マ
に
寄
せ
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
後
、

愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
ハ
ー
ト
型
の
、

笑
顔
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
ス
マ
イ
ル
マ

ー
ク
の
、
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
き

ら
め
く
花
火
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
添
え
ら

れ
ま
し
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
と
音
楽
に
合

わ
せ
て
次
々
と
打
ち
上
げ
ら
れ
る
五
千

発
の
光
の
華
に
、
心
行
く
ま
で
酔
い
し

れ
た
一
夜
と
な
り
ま
し
た
。�

キ
ム
・
ヨ
ン
ジ
ャ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
楽
し
む�

「やっぱり、由利牛はうめな～」�

笑
顔
で
観
衆
に
応
え
る
キ
ム
・
ヨ
ン
ジ
ャ
さ
ん�

会場を埋める大観衆―�会場を埋める大観衆―�

ス
タ
ー
マ
イ
ン
が
描
く
光
の
軌
跡�

���

　
「
由
利
高
原
ま
つ
り
２
０
０
６
」
が

　
「
由
利
高
原
ま
つ
り
２
０
０
６
」
が

八
月
六
日
、
南
由
利
原
青
少
年
旅
行
村

八
月
六
日
、
南
由
利
原
青
少
年
旅
行
村

で
開
催
さ
れ
、
お
よ
そ
一
万
八
千
人
の

で
開
催
さ
れ
、
お
よ
そ
一
万
八
千
人
の

人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。�

　
イ
ベ
ン
ト
は
由
利
牛
フ
ェ
ア
と
ビ
ア

　
イ
ベ
ン
ト
は
由
利
牛
フ
ェ
ア
と
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
が
昼
時
に
合
わ
せ
て
ス
タ
ー

ガ
ー
デ
ン
が
昼
時
に
合
わ
せ
て
ス
タ
ー

ト
。
夕
方
か
ら
の
唄
と
踊
り
の
祭
典
で

ト
。
夕
方
か
ら
の
唄
と
踊
り
の
祭
典
で

は
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
地
元
の
愛
好
家

は
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
地
元
の
愛
好
家

の
皆
さ
ん
に
よ
る
民
謡
や
踊
り
、
唄
な

の
皆
さ
ん
に
よ
る
民
謡
や
踊
り
、
唄
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た

ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。�

　
高
原
音
楽
祭
で
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

　
高
原
音
楽
祭
で
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
韓
国
光
州
出

オ
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
韓
国
光
州
出

身
の
演
歌
歌
手
キ
ム
・
ヨ
ン
ジ
ャ
さ
ん

身
の
演
歌
歌
手
キ
ム
・
ヨ
ン
ジ
ャ
さ
ん

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
高
原
に
響

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
高
原
に
響

き
渡
る
熱
唱
で
大
き
な
喝
采
を
浴
び
て

き
渡
る
熱
唱
で
大
き
な
喝
采
を
浴
び
て

い
ま
し
た

い
ま
し
た
。�

�����

　
朝
か
ら
晴
れ
間
が
広
が
っ
た
当
日
は

　
朝
か
ら
晴
れ
間
が
広
が
っ
た
当
日
は
、

県
内
各
地
で
真
夏
日
と
な
り
、
こ
の
夏

県
内
各
地
で
真
夏
日
と
な
り
、
こ
の
夏

一
番
の
暑
さ
を
記
録
。
涼
を
求
め
、
連

一
番
の
暑
さ
を
記
録
。
涼
を
求
め
、
連

れ
だ
っ
て
高
原
へ
出
か
け
た
皆
さ
ん
で

れ
だ
っ
て
高
原
へ
出
か
け
た
皆
さ
ん
で
、

駐
車
場
は
満
杯
状
態
に
な
り
ま
し
た

駐
車
場
は
満
杯
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

夜
に
は
打
ち
上
げ
花
火
も
行
わ
れ
、
発

夜
に
は
打
ち
上
げ
花
火
も
行
わ
れ
、
発

射
台
が
観
客
席
の
す
ぐ
そ
ば
と
あ
っ
て

射
台
が
観
客
席
の
す
ぐ
そ
ば
と
あ
っ
て
、

訪
れ
た
皆
さ
ん
は
降
り
注
ぐ
よ
う
な
光

訪
れ
た
皆
さ
ん
は
降
り
注
ぐ
よ
う
な
光

の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
堪
能
し
ま
し
た

の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
堪
能
し
ま
し
た
。�

���

　
「
由
利
高
原
ま
つ
り
２
０
０
６
」
が

八
月
六
日
、
南
由
利
原
青
少
年
旅
行
村

で
開
催
さ
れ
、
お
よ
そ
一
万
八
千
人
の

人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。�

　
イ
ベ
ン
ト
は
由
利
牛
フ
ェ
ア
と
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
が
昼
時
に
合
わ
せ
て
ス
タ
ー

ト
。
夕
方
か
ら
の
唄
と
踊
り
の
祭
典
で

は
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
地
元
の
愛
好
家

の
皆
さ
ん
に
よ
る
民
謡
や
踊
り
、
唄
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。�

　
高
原
音
楽
祭
で
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
韓
国
光
州
出

身
の
演
歌
歌
手
キ
ム
・
ヨ
ン
ジ
ャ
さ
ん

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
高
原
に
響

き
渡
る
熱
唱
で
大
き
な
喝
采
を
浴
び
て

い
ま
し
た
。�

�����

　
朝
か
ら
晴
れ
間
が
広
が
っ
た
当
日
は
、

県
内
各
地
で
真
夏
日
と
な
り
、
こ
の
夏

一
番
の
暑
さ
を
記
録
。
涼
を
求
め
、
連

れ
だ
っ
て
高
原
へ
出
か
け
た
皆
さ
ん
で
、

駐
車
場
は
満
杯
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

夜
に
は
打
ち
上
げ
花
火
も
行
わ
れ
、
発

射
台
が
観
客
席
の
す
ぐ
そ
ば
と
あ
っ
て
、

訪
れ
た
皆
さ
ん
は
降
り
注
ぐ
よ
う
な
光

の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
堪
能
し
ま
し
た
。�

地元企業や婦人会など参加し、盛大に「菖蒲カーニバル」�
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本
荘
の
夏
を
彩
る
催
し
と
し
て
定
着

　
本
荘
の
夏
を
彩
る
催
し
と
し
て
定
着
、

由
利
本
荘
青
年
会
議
所
が
主
催
す
る
第

由
利
本
荘
青
年
会
議
所
が
主
催
す
る
第

二
十
一
回
菖
蒲
カ
ー
ニ
バ
ル
が
八
月
四

二
十
一
回
菖
蒲
カ
ー
ニ
バ
ル
が
八
月
四

日
に
行
わ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
本
荘
駅

日
に
行
わ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
本
荘
駅

前
通
り
は
華
や
か
さ
と
熱
気
で
あ
ふ
れ

前
通
り
は
華
や
か
さ
と
熱
気
で
あ
ふ
れ

ま
し
た

ま
し
た
。�

　
菖
蒲
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
日
本
一
の
吹

　
菖
蒲
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
日
本
一
の
吹

奏
楽
団
・
駒
澤
大
学
吹
奏
楽
部
の
マ
ー

奏
楽
団
・
駒
澤
大
学
吹
奏
楽
部
の
マ
ー

チ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
で
華
々
し
く
ス
タ
ー

チ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
で
華
々
し
く
ス
タ
ー

ト
。
軽
快
な
音
色
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に

ト
。
軽
快
な
音
色
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に

集
ま
り
始
め
た
人
々
が
徐
々
に
会
場
を

集
ま
り
始
め
た
人
々
が
徐
々
に
会
場
を

埋
め
尽
く
す
中
、
子
ど
も
た
ち
お
待
ち

埋
め
尽
く
す
中
、
子
ど
も
た
ち
お
待
ち

か
ね
の
超
神
ネ
イ
ガ
ー
・
シ
ョ
ー
や

か
ね
の
超
神
ネ
イ
ガ
ー
・
シ
ョ
ー
や
、

市
内
外
の
団
体
に
よ
る
ヤ
ー
ト
セ
交
流

市
内
外
の
団
体
に
よ
る
ヤ
ー
ト
セ
交
流

会
が
行
わ
れ
、
カ
ー
ニ
バ
ル
の
盛
り
上

会
が
行
わ
れ
、
カ
ー
ニ
バ
ル
の
盛
り
上

が
り
は
い
よ
い
よ
最
高
潮
に
。
浴
衣
姿

が
り
は
い
よ
い
よ
最
高
潮
に
。
浴
衣
姿

や
思
い
思
い
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
人
々

や
思
い
思
い
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
人
々

が
「
新
本
荘
追
分
」
や
「
由
利
本
荘
菖

が
「
新
本
荘
追
分
」
や
「
由
利
本
荘
菖

蒲
音
頭
」
に
合
わ
せ
て
踊
り
の
輪
を
作

蒲
音
頭
」
に
合
わ
せ
て
踊
り
の
輪
を
作

る
と
、
飛
び
入
り
で
踊
り
出
す
観
客
の

る
と
、
飛
び
入
り
で
踊
り
出
す
観
客
の

姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た

姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。�

　
会
場
に
設
置
さ
れ
た
大
型
モ
ニ
タ
ー

　
会
場
に
設
置
さ
れ
た
大
型
モ
ニ
タ
ー

に
は
楽
し
げ
に
踊
る
人
々
の
姿
や
表
情

に
は
楽
し
げ
に
踊
る
人
々
の
姿
や
表
情

が
映
し
出
さ
れ
て
祭
り
を
一
段
と
盛
り

が
映
し
出
さ
れ
て
祭
り
を
一
段
と
盛
り

上
げ
、
本
荘
駅
前
通
り
の
夜
は
音
と
熱

上
げ
、
本
荘
駅
前
通
り
の
夜
は
音
と
熱

気
の
渦
に
包
み
込
ま
れ
ま
し
た

気
の
渦
に
包
み
込
ま
れ
ま
し
た
。�

���

　
本
荘
の
夏
を
彩
る
催
し
と
し
て
定
着
、

由
利
本
荘
青
年
会
議
所
が
主
催
す
る
第

二
十
一
回
菖
蒲
カ
ー
ニ
バ
ル
が
八
月
四

日
に
行
わ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
本
荘
駅

前
通
り
は
華
や
か
さ
と
熱
気
で
あ
ふ
れ

ま
し
た
。�

　
菖
蒲
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
日
本
一
の
吹

奏
楽
団
・
駒
澤
大
学
吹
奏
楽
部
の
マ
ー

チ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
で
華
々
し
く
ス
タ
ー

ト
。
軽
快
な
音
色
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に

集
ま
り
始
め
た
人
々
が
徐
々
に
会
場
を

埋
め
尽
く
す
中
、
子
ど
も
た
ち
お
待
ち

か
ね
の
超
神
ネ
イ
ガ
ー
・
シ
ョ
ー
や
、

市
内
外
の
団
体
に
よ
る
ヤ
ー
ト
セ
交
流

会
が
行
わ
れ
、
カ
ー
ニ
バ
ル
の
盛
り
上

が
り
は
い
よ
い
よ
最
高
潮
に
。
浴
衣
姿

や
思
い
思
い
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
人
々

が
「
新
本
荘
追
分
」
や
「
由
利
本
荘
菖

蒲
音
頭
」
に
合
わ
せ
て
踊
り
の
輪
を
作

る
と
、
飛
び
入
り
で
踊
り
出
す
観
客
の

姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。�

　
会
場
に
設
置
さ
れ
た
大
型
モ
ニ
タ
ー

に
は
楽
し
げ
に
踊
る
人
々
の
姿
や
表
情

が
映
し
出
さ
れ
て
祭
り
を
一
段
と
盛
り

上
げ
、
本
荘
駅
前
通
り
の
夜
は
音
と
熱

気
の
渦
に
包
み
込
ま
れ
ま
し
た
。�

夜
空
を
彩
る
打
ち
上
げ
花
火（
右
）�

金
魚
す
く
い
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち�

市
役
所
前
を
ス
タ
ー
ト�

す
る
駒
澤
大
学
吹
奏
楽�

部
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン�

ド（
右
下
）�

会
場
に
広
が
る
踊
り
の�

輪（
上
、下
）�

　
豊
か
な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
母
な

　
豊
か
な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
母
な

る
川
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
、
第
十
九
回

る
川
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
、
第
十
九
回

芋
川
ま
つ
り
が
七
月
三
十
日
、
大
内
地

芋
川
ま
つ
り
が
七
月
三
十
日
、
大
内
地

域
の
徳
沢
橋
上
流
・
河
川
敷
で
開
催
さ

域
の
徳
沢
橋
上
流
・
河
川
敷
で
開
催
さ

れ
、
今
年
も
地
域
内
外
か
ら
詰
め
か
け

れ
、
今
年
も
地
域
内
外
か
ら
詰
め
か
け

た
家
族
連
れ
な
ど
、
お
よ
そ
三
千
人
が

た
家
族
連
れ
な
ど
、
お
よ
そ
三
千
人
が

多
彩
な
催
し
を
楽
し
み
ま
し
た

多
彩
な
催
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。�

　
露
店
が
軒
を
連
ね
た
川
の
ほ
と
り
を

　
露
店
が
軒
を
連
ね
た
川
の
ほ
と
り
を

会
場
に
、
ま
つ
り
は
午
後
一
時
か
ら
開

会
場
に
、
ま
つ
り
は
午
後
一
時
か
ら
開

幕
。
生
バ
ン
ド
の
に
ぎ
や
か
な
演
奏
や

幕
。
生
バ
ン
ド
の
に
ぎ
や
か
な
演
奏
や

投
網
の
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
イ

投
網
の
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
イ

の
つ
か
み
捕
り
は
、
川
の
浅
瀬
に
作
っ

の
つ
か
み
捕
り
は
、
川
の
浅
瀬
に
作
っ

た
い
け
す
に
、
体
長
二
〇
セ
ン
チ
前
後

た
い
け
す
に
、
体
長
二
〇
セ
ン
チ
前
後

の
黄
金
鯉
、
ド
イ
ツ
ゴ
イ
約
二
百
匹
を

の
黄
金
鯉
、
ド
イ
ツ
ゴ
イ
約
二
百
匹
を

放
流
。
裸
足
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

放
流
。
裸
足
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

歓
声
と
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
い
ま
し
た

歓
声
と
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。�

������

　
夜
の
部
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
地
域

　
夜
の
部
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
地
域

婦
人
会
に
よ
る
演
芸
会
が
あ
り
、
八
時

婦
人
会
に
よ
る
演
芸
会
が
あ
り
、
八
時

過
ぎ
か
ら
お
待
ち
か
ね
の
花
火
大
会
に

過
ぎ
か
ら
お
待
ち
か
ね
の
花
火
大
会
に
。

ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
、
約
二
千
五
百
発

ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
、
約
二
千
五
百
発

の
花
火
が
夜
空
を
彩
っ
た
ほ
か
、
芋
川

の
花
火
が
夜
空
を
彩
っ
た
ほ
か
、
芋
川

を
渡
る
ナ
イ
ア
ガ
ラ
が

を
渡
る
ナ
イ
ア
ガ
ラ
が
”光
の
滝

光
の
滝
“
で

川
面
を
照
ら
し
、
浴
衣
姿
の
若
い
女
性

川
面
を
照
ら
し
、
浴
衣
姿
の
若
い
女
性

た
ち
な
ど
、
詰
め
か
け
た
大
勢
の
観
衆

た
ち
な
ど
、
詰
め
か
け
た
大
勢
の
観
衆

を
魅
了
し
ま
し
た

を
魅
了
し
ま
し
た
。�

　
豊
か
な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
母
な

る
川
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
、
第
十
九
回

芋
川
ま
つ
り
が
七
月
三
十
日
、
大
内
地

域
の
徳
沢
橋
上
流
・
河
川
敷
で
開
催
さ

れ
、
今
年
も
地
域
内
外
か
ら
詰
め
か
け

た
家
族
連
れ
な
ど
、
お
よ
そ
三
千
人
が

多
彩
な
催
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。�

　
露
店
が
軒
を
連
ね
た
川
の
ほ
と
り
を

会
場
に
、
ま
つ
り
は
午
後
一
時
か
ら
開

幕
。
生
バ
ン
ド
の
に
ぎ
や
か
な
演
奏
や

投
網
の
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
イ

の
つ
か
み
捕
り
は
、
川
の
浅
瀬
に
作
っ

た
い
け
す
に
、
体
長
二
〇
セ
ン
チ
前
後

の
黄
金
鯉
、
ド
イ
ツ
ゴ
イ
約
二
百
匹
を

放
流
。
裸
足
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

歓
声
と
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。�

������

　
夜
の
部
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
地
域

婦
人
会
に
よ
る
演
芸
会
が
あ
り
、
八
時

過
ぎ
か
ら
お
待
ち
か
ね
の
花
火
大
会
に
。

ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
、
約
二
千
五
百
発

の
花
火
が
夜
空
を
彩
っ
た
ほ
か
、
芋
川

を
渡
る
ナ
イ
ア
ガ
ラ
が
”光
の
滝
“
で

川
面
を
照
ら
し
、
浴
衣
姿
の
若
い
女
性

た
ち
な
ど
、
詰
め
か
け
た
大
勢
の
観
衆

を
魅
了
し
ま
し
た
。�

（
左
）�



　
長
梅
雨
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
快
進
撃
で
、

本
荘
高
校
が
十
八
年
ぶ
り
に
甲
子
園
出
場
を

遂
げ
、
大
き
な
感
動
を
運
ん
で
く
れ
た
七
月
。�

　
各
地
の
催
し
や
行
事
に
も
、
夏
の
香
り
が

漂
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。�

１４�広報ゆりほんじょう�１５� 広報ゆりほんじょう�

グ
ラ
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ゆ
り
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ん
じ
ょ
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７
月�

　いろいろな方の応援や
ご協力のおかげで、無事
に第１８回公演を終えるこ
とができました。素人の
演劇なので限界はありま
すが、できる限り毎年、
公演を続けていきたいと
思っています。次回はぜ
ひ見に来てください。�
�

次回、ぜひ見に来てください�

 佐々木  孝悦さん�
劇団「濤」代表・�
脚本・源兵衛役�

　甲子園出場で、地域が
盛り上がっていることが
うれしく、メンバーもそ
の力を感じ取っています。�
　自分たちの集大成とし
て、悔いが残らないよう
に頑張ります。全国レベ
ルの高校野球を一番近く
で見られることも楽しみ
です。�

地域の盛り上がりがうれしい�

　 鈴 木 　徹 君�
本荘高校硬式野球�
部主将�

　　　　７月１８日開催の
　　　おばこカップ各駅
　　　愛好会ゲートボー
　　　ル大会は１６チーム
　　　で熱戦を展開。今
　　　月１９日には今シー
　　　ズン最後の「ビー
ル列車」（予約制）があ
ります。今後とも、おば
こ号をお気軽にご利用く
ださるようお願いします。�

おばこ号、お気軽にご利用を�

　畑澤  広司さん�
由利原高原鉄道（株）�

　記念すべき第１０回大会
を迎え、優勝者には文部
科学大臣賞、厚生労働大
臣賞が贈られることにな
りました。参加者の奮起
が期待されます。�
　「民謡の里大内」に伸
びやかに響く「秋田馬子
唄」を、どうぞ皆さん聴
きに来てください。�

９月９日は秋田馬子唄全国大会へ�

 大平  謙一郎さん�
第１０回秋田馬子唄�
全国大会実行委員�
会実行委員長�

※取材を通し、コメントをおうかがいしました。�

矢島小の６年生が鳥海山の自然に触れた「チビッコハリキリマウンテン」（27日）�
本荘高校硬式野球部の健闘を願い、2000人が激励に駆けつけました（31日／本荘公園前広場）�
福島県いわき市豊間中の１年生44人が岩城地域で交流しました（26日／岩城中）�
　懐かしい木造校舎の旧鮎川小で開かれた「夏のミニ・コンサート」（30日）�
地域の皆さんがふれあいを深めた「東光苑・永慶保育園合同夏まつり」（22日／東由利）�
２年ぶりとなる市民劇団「濤」の公演「孫三郎の柳」（15日／シーガル）�
「いぼとり地蔵」として知られる折渡地蔵尊の例大祭で（23日／大内）�
AKТの塩田耕一アナウンサーから話し方の基礎を学ぶ川内小児童（11日）�
「松皮餅」づくりが目を引いた、直売所「やさい王国」の７周年イベント（１日／矢島）�

光
あ
ふ
れ
る
―�



　

青　
　

年

①
青
年
団
体
の
活
動
を
支
援
し
、
ま
た

リ
ー
ダ
ー
養
成
を
図
り
ま
す
。

②
グ
ル
ー
プ
や
仲
間
づ
り
を
支
援
し
ま
す
。

③
青
年
層
の
学
習
ニ
ー
ズ
を
探
り
、
学
習

の
機
会
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

成　
　

人

①
学
習
環
境
条
件
を
整
備
し
、
学
習
機
会

を
提
供
し
ま
す
。

②
実
態
に
応
じ
た
組
織
づ
く
り
や
社
会
参

し
ま
す
。

　

高　
齢　
者

①
高
齢
者
の
学
習
要
望
に
対
応
し
た
学
習

機
会
を
提
供
し
ま
す
。

②
豊
富
な
経
験
や
能
力
を
い
か
す
た
め
の

指
導
体
験
の
機
会
づ
く
り
な
ど
、
支
援
体

制
を
整
備
し
ま
す
。

③
主
体
的
に
学
習
で
き
る
環
境
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

①
芸
術
・
文
化
活
動

の
盛
ん
な
ま
ち
づ

く
り
や
地
域
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

②
各
地
域
の
芸
術

文
化
協
会
等
の
連

携
を
図
り
、よ
り
活

動
が
活
性
化
す
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

③
地
域
の
芸
術
文
化
活
動
の
状
況
を
把
握

し
、
そ
の
情
報
提
供
を
推
進
し
ま
す
。

④
作
家
等
の
創
作
意
欲
を
促
し
、
文
化
活

動
が
展
開
で
き
る
施
設
や
環
境
の
整
備
に

努
め
ま
す
。

⑤
美
術
館
等
の
魅
力
あ
る
企
画
展
等
に
努

め
、
施
設
活
用
と
入
館
者
の
増
加
に
努
め

ま
す
。

①
様
々
な
分
野
の
文
化
調
査
お
よ
び
研
究

を
進
め
ま
す
。

②
民
俗
文
化
財
等
の
保
護
・
継
承
に
努
め

ま
す
。

③
貴
重
な
文
化
遺
産
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

④
（
仮
称
）
文
化
財
セ
ン
タ
ー
等
の
建
設

を
推
進
し
、
遺
物
の
保
存
と
公
開
を
図
り

ま
す
。

⑤
各
地
域
の
文
化
財
保
護
団
体
の
連
携
を

図
り
、
ふ
る
さ
と
の
調
査
・
研
究
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

　
①
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
・

体
力
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

②
各
種
関
係
団
体
の

育
成
・
活
動
を
支
援

し
、
指
導
者
の
養
成

を
進
め
ま
す
。

③
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
図
り
ま
す
。

④
秋
田
わ
か
杉
国
体

へ
の
取
り
組
み
を
強

化
し
ま
す
。

①
各
種
施
設
の
有
効
か
つ
安
全
な
活
用
を

図
り
ま
す
。

②
施
設
の
改
修
・
整
備
を
計
画
的
に
進
め

ま
す
。

③
適
切
な
施
設
運
営
を
目
指
し
、
ま
た
求

め
ら
れ
る
施
設
建
設
を
目
指
し
ま
す
。

④
類
似
施
設
の
諸

条
件
や
利
用
方
法

等
に
つ
い
て
調
整

を
図
り
、
統
一
を

進
め
ま
す
。

⑤
各
施
設
に
適
し

た
管
理
・
運
営
体

制
の
整
備
を
図
り

ま
す
。

①
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
地
域
社
会
の

い
わ
ゆ
る
「
学
・
社
・
地
」
連
携
・
融
合

の
一
層
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

②
高
等
学
校
や
大
学
・
大
学
院
お
よ
び
付

属
機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
、
科
学
教
育

等
の
推
進
と
地
域
へ
の
研
究
・
技
能
の
普

及
・
還
元
を
図
り
ま
す
。

③
幼
・
保
の
教
育
機
能
と
学
校
教
育
の
相

関
性
を
重
視
し
、
相
乗
効
果
を
高
め
る
連

携
・
融
合
の
一
層
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
推

進
課
（�
　�
６
２
８
４
）
ま
た
は
各
教

２４

育
事
務
所
生
涯
学
習
課
ま
で
。

広報ゆりほんじょう１７

４　
芸
術
・
文
化
の
振
興

グループや仲間づくりを支援
多彩な催しや学習
機会を提供します

創作作品の発表機会を提供

５　
文
化
財
保
護
の
推
進

貴重な文化遺産の
保護　吉沢神明社

６　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

７　
社
会
教
育
施
設
等
の
整
備
と
充
実

４月にオープンした旧佐藤政忠家住宅

８　
学
社
連
携
・
融
合

地域で企画したじゃがいも
堀りの体験農業　　　　　

整った環境でスポーツ・レクレーションを楽しむ

広報ゆりほんじょう １６

①
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備
を
図
り
ま

す
。

②
市
民
と
行
政
の
協
働
体
制
の
促
進
に
努

め
ま
す
。

①
各
種
委
員
の
活
動
や
提
言
を
通
し
、
有

効
か
つ
適
切
な
事
業
を
企
画
・
実
施
し
ま

す
。

②
住
民
の
意
向
を
ふ
ま
え
た
社
会
教
育
お

よ
び
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
提

供
に
努
め
ま
す
。

③
学
習
環
境
・
条
件
を
整
備
し
、
自
主
的

な
学
習
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

④
生
涯
学
習
指
導
者
お
よ
び
団
体
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
を
図
り
ま
す
。

⑤
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

⑥
国
際
化
な
ど
社
会
的
課
題
へ
の
対
応
を

図
り
ま
す
。

図
り
ま
す
。

⑦
郷
土
愛
を
育
む
事
業
の
継
続
・
企
画
・

⑦
郷
土
愛
を 
育 
む
事
業
の
継
続
・
企
画
・

は
ぐ
く

開
催
を
図
り
ま
す
。

開
催
を
図
り
ま
す
。

⑧
読
書
活
動
お
よ
び
視
聴
覚
教
育
を
推
進

し
ま
す
。

⑨
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
支
援
し

ま
す
。

　　

乳
幼
児
（
家
庭
教
育
）

①
家
庭
教
育
に
関
す
る
啓
発
や
学
習
の
機

会
を
提
供
し
ま
す
。

②
家
庭
教
育
相
談
体
制
の
拡
充
を
目
指
し

ま
す
。

　

在
学
青
少
年

①
学
校
・
家
庭
・
地
域
に
よ
る
健
全
育
成

に
努
め
ま
す
。

②
地
域
へ
の
愛
情
を
育
む
「
ふ
る
さ
と
学

習
」
を
促
進
し
ま
す
。

③
主
体
性
や
自
立
心
、
道
徳
心
を
育
み
ま

す
。

④
地
域
の
環
境
を
生
か
し
、
応
用
力
を
育

み
ま
す
。

１　
生
涯
学
習
推
進
基
盤
の
確
立

２　
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
・

　
　
公
民
館
活
動
の
推
進

生涯学習奨励員や社会教育指導員
を配置　　　　　　　　　　　　

３　
生
涯
各
期
の
教
育

地域の環境づくり活動

幼児を対象にした読み
きかせ教室　　　　　

学んだ郷土芸能などを発表

市
で
は
、
昨
年
度
、
市
民
の
生
涯
学
習
活
動
を
奨
励
し
、
支
援

　

市
で
は
、
昨
年
度
、
市
民
の
生
涯
学
習
活
動
を
奨
励
し
、
支
援

す
る
た
め
の
指
針
と
な
る
「
生
涯
学
習
推
進
・
社
会
教
育
中
期
計

す
る
た
め
の
指
針
と
な
る
「
生
涯
学
習
推
進
・
社
会
教
育
中
期
計

画
」
を
策
定
し
、
こ
の
ほ
ど
計
画
書
と
し
て
発
行
し
ま
し
た
。

画
」
を
策
定
し
、
こ
の
ほ
ど
計
画
書
と
し
て
発
行
し
ま
し
た
。

同
計
画
は
、
平
成
二
十
一
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
五
カ
年
計

　

同
計
画
は
、
平
成
二
十
一
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
五
カ
年
計

画
で
、
市
の
総
合
発
展
計
画
で
教
育
の
目
指
す
目
標
と
し
て
い
る

画
で
、
市
の
総
合
発
展
計
画
で
教
育
の
目
指
す
目
標
と
し
て
い
る

「
豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

「
豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

「
学
ぶ
喜
び
と
交
流
の
楽
し
さ
を
広
げ
、
地
域
性
を
尊
重
し
、
一

「
学
ぶ
喜
び
と
交
流
の
楽
し
さ
を
広
げ
、
地
域
性
を
尊
重
し
、
一

体
化
の
推
進
に
立
脚
し
た
郷
育
と
生
涯
学
習
の
創
造
」
を
行
動
目

体
化
の
推
進
に
立
脚
し
た 
郷
育 
と
生
涯
学
習
の
創
造
」
を
行
動
目

き
ょ
う
い
く

標
と
し
て
い
ま
す
。

標
と
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
構
成
は
、
策
定
の
経
緯
を
説
明
し
た
一
章
、
計
画
の
基

　

計
画
の
構
成
は
、
策
定
の
経
緯
を
説
明
し
た
一
章
、
計
画
の
基

本
理
念
を
述
べ
た
二
章
、
八
つ
に
分
野
化
し
た
計
画
体
系
図
の
三

本
理
念
を
述
べ
た
二
章
、
八
つ
に
分
野
化
し
た
計
画
体
系
図
の
三

章
、
具
体
的
計
画
が
記
載
さ
れ
た
四
章
、
計
画
目
標
や
施
策
に
つ

章
、
具
体
的
計
画
が
記
載
さ
れ
た
四
章
、
計
画
目
標
や
施
策
に
つ

い
て
評
価
す
る
五
章
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

い
て
評
価
す
る
五
章
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
計
画
の
核
と
な
る
第
四
章
の
中
か
ら
、
生
涯
学
習
推

  
今
回
は
、
計
画
の
核
と
な
る
第
四
章
の
中
か
ら
、
生
涯
学
習
推

進
等
の
具
体
的
目
標
を
抜
粋
し
紹
介
し
ま
す
。

進
等
の
具
体
的
目
標
を
抜
粋
し
紹
介
し
ま
す
。



■
募
集
定
員 

い
ず
れ
も
五
人（
組
） 

ＣＡＴＶ自主放送【小学校デカパンリレー】 

１９ 広報ゆりほんじょう 

　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
で
は
数
十
チ
ャ
ン

ネ
ル
の
テ
レ
ビ
再
送
信
放
送
の
ほ
か
、
独

自
に
番
組
を
制
作
し
放
送
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
自
主
放
送
番
組（
三
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
保
育
園
や
学
校
の
話
題
、

行
政
情
報
や
各
地
域
の
出
来
事
、
催
し
を

毎
日
、
夕
方
六

時
三
十
分
か
ら

一
回
目
を
放
送

し
ま
す
。 

　
情
報
ラ
ン
ド

は
一
日
七
回
リ

ピ
ー
ト
放
送
し

ま
す
の
で
、
ご

都
合
の
良
い
時

間
に
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
一
週
間
の
情
報
ラ
ン
ド
を
ま
と
め
て
放

送
し
ま
す
。
土
曜
日
は
二
回
、
日
曜
日
は

四
回
の
再
放
送
に
な
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
市
役
所
各
課
や
由
利
地

域
振
興
局
・
警
察
な
ど
か
ら
制
度
解
説
や

事
業
計
画
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。 

（
今
月
は
消
防
本
部
予
防
課
か
ら
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て
） 

　
　
　
　
　
　
　
市
内
の
医
院
、
病
院
の

医
師
よ
り
病
気
の
解
説
や
予
防
方
法
、
薬

剤
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

（
今
月
は
市
の
産
業
医
、
桑
山
明
久
医
師

に
よ
る
「
職
場
に
お
け
る
心
の
健
康
」
に

つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
） 

　
　
　
　
　
　
　
市
内
各
小
中
学
校
が
企

画
制
作
し
た
学
校
祭
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。（
今
月
は
下
川
大
内
小
学
校

が
制
作
し
た
交
通
安
全
教
室
の
模
様
） 

　
　
　
　
　
　
本
会
議
を
生
中
継
し
ま
す
。

ま
た
、
中
継
録
画
で
再
放
送
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
市
内
の
様
々
な
課
題
な
ど

タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
を
テ
ー
マ
に
企
画
制

作
し
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
大
型
連
休
や

年
末
年
始
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の
ド
ラ
マ
や

歌
謡
、
紀
行
、
教
養
番
組
を
放
送
し
ま
す
。

（
今
月
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
番
組「
む
か
し
の

暮
ら
し
」「
む
か
し
の
農
業
」で
す
。
ま
た
、

サ
イ
エ
ン
ス
番
組
は「
人
工
皮
膚
」「
心
臓

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
」を
お
送
り
し
ま
す
） 

　
　
　
　
　
　
番
組
の
空
き
時
間
に
は
、

求
人
情
報
や
道
路
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
案
内

な
ど
の
お
知
ら
せ
を
文
字
放
送
で
お
伝
え

し
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
放
送
は
、
各
総
合
支
所
市
民

ホ
ー
ル
な
ど
で
視
聴
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
皆
様
の
地
域
か
ら

身
近
な
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

情
報
ラ
ン
ド 

健
康
の
広
場 

学
校
だ
よ
り 

議
会
中
継 

特
別
番
組 

文
字
放
送 

ウ
イ
ー
ク
リ
ー 

テ
レ
ビ
市
民
室 

情
報
局

情
報
局 

情
報
局

情
報
局 

情
報
局 

h
ttp
://
w
w
w
.on
t.n
e.jp
/

ご
質
問
・
お
問
い
合
わ
せ
は
… 

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー（
　
　
―
３
７
２
２
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
… ６５ 

1

　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
秋
田
由
利
牛
」
を
メ

イ
ン
に
、
地
域
の
食
材
を
活
用
し
た
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
料
理
方
法
を
募
集

し
ま
す
。 

　
受
賞
作
品
に
つ
い
て
は
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、

地
域
内
で
「
秋
田
由
利
牛
」
の
消
費
・
購

買
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
活
用
す
る
と
も

に
、
そ
れ
ら
を
商
品
や
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
と

し
て
取
り
扱
う
飲
食
店
な
ど
の
開
拓
も
行

い
ま
す
。 

 

　 ①
「
家
庭
の
味
」
部
門
…
由
利
牛
の
バ
ラ

　  

肉
・
モ
モ
肉
を
使
用
し
、
家
庭
で
手
軽

　  

に
食
べ
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー 

②
「
地
産
地
消
」
部
門
…
由
利
牛
（
特
定 

　  

部
位
な
し
）
と
、
地
場
産
品
を
組
み
合 

　  

わ
せ
た
メ
ニ
ュ
ー 

 

　  

※ 

親
子
・
友
人
な
ど
、
二
人
一
組
で 

　  

　 

の
参
加
も
可
能
。 

 

◎
最
優
秀
賞
…
各
部
門
一
点 

　
由
利
牛
と
地
域
特
産
品
二
万
円
相
当 

◎
優
秀
賞
…
各
部
門
一
点 

　
由
利
牛
と
地
域
特
産
品
一
万
円
相
当 

◎
う
め
が
っ
た
で
賞
…
各
部
門
一
点 

　
地
域
特
産
品
五
千
円
相
当 

◎
モ
ー
べ
っ
こ
だ
っ
た
で
賞
…
各
部
門
二
点 

　
地
域
特
産
品
二
千
円
相
当 

◎
参
加
賞
…
全
　
員 

 

　
九
月
十
五
日
　
（
当
日
消
印
有
効
） 

 

　
市
商
工
会
各
支
所
に
備
え
付
け
の
応
募

用
紙
に
レ
シ
ピ
等
を
記
入
の
上
、
写
真
一

枚
を
添
え
て
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
参
加
料
は
無
料
と
し
ま
す
が
、
応
募
に

関
す
る
費
用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。 

 

　
持
参
…
最
寄
り
の
市
商
工
会
各
支
所
へ 

　
郵
送
…
市
商
工
会
本
部
「
料
理
コ
ン
テ

　
　
　
　
ス
ト
」係  

〒
　
―
０
８
７
２ 

　
　
　
　
由
利
本
荘
市
瓦
谷
地
一
―
四 

 

　
市
商
工
会
本
部
（
　
　
―
８
６
８
６
） 

アイディアで 
由利本荘市をＰＲ！ 
アイディアで 

由利本荘市をＰＲ！ 

開催します ！ 開催します ！ 
を 

■
募
集
部
門 

■
賞
　
品 

■
募
集
期
限 

■
応
募
方
法 

■
問
い
合
わ
せ
先 

■
提
出
先 
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広報ゆりほんじょう １８

◆図書案内
　◎本荘図書館　�２２－４９００
《一般書》
・万物の尺度を求めて－メートル法を
　定めた子午線大計測－　ケン・オールダー
・世界デフレは三度来る　　　　竹森　俊平
・聖書の日本語－翻訳の歴史－　鈴木　範久
・使う力－知識とスキルは結果につなげる－
　　　　　　　　　　　　　　　御立　尚資
・この国のけじめ　　　　　　　藤原　正彦
・宇宙を味方にする方程式　　　小林　正観
・学校安全と危機管理
・ワークライフバランス社会へ
　－個人が主役の働き方－　　　大沢真知子
・仮説思考
　－ＢＣＧ流問題発見・解決の発想法－　内田　和成
・フィレンツェ史
　　　　コランチェスコ・グイッチャルディーニ
・制服捜査　　　　　　　　　　佐々木　譲
・べっぴんぢごく　　　　　　　岩井志麻子
・紙魚家崩壊－九つの謎－　　　北村　　薫
・こだわりの万年筆
　　　　　アレクサンダー・クラム・コーイング
・最新スポーツルール百科２００６
　－ｉｌｌｕｓｒｔｒａｔｅｄ　ｓｐｏｒｔｓ　ｒｕｌｅｓ－　　大修館書店編集部
《児童書》
・きつねぶどう　　　　　　　いもとようこ
・歯医者のチュー先生　ウィリアム・スタイグ
・リサとガスパールのレストラン
　　　　　　　ゲオルグ ･ハレンスレーベン
・１０ぴきのかえるのピクニック　仲川　道子
・世界のお金事典　　　　　　　平井　美帆
・だれか、ふつうをおしえてくれ！　倉本　智明
・いま生きているという冒険　　石川　直樹
・ぞうくんのあめふりさんぽ　なかのひろたか

　◎岩城図書館　�７３－３６７３
《一般書》
・恋愛写真－もうひとつの物語－　市川　拓司
・愛を海に還して　　　　　　　小手鞠るい
・男（オス）女（メス）の怪　　養老　孟司
・戦争を知っていてよかった　　曽野　綾子
・　「自由な時代」の「不安な自分」　三浦　　展
・時の“風”に吹かれて　　　　梶尾　真治
・人生の旅をゆく　　　　　よしもとばなな
・子ども兵の戦争　　　　Ｐ．Ｗ．シンガー
・保育小辞典　　　　保育小辞典編集委員会
・超実用すぐひける法律用語辞典　加藤　晋介
・福祉カタカナ語辞典　　　　　大西　健二
《児童書》
・うわさのがっこう
　－へんなしゅくだいのうわさ－　きたやまようこ
・そらまめくんのぼくのいちにち　なかやみわ
・ピッピ、南の島で大かつやく　イングリッド・ニイマン
・くもりのちはれ　せんたくかあちゃん　さとうわきこ

　

サ
ッ
カ
ー
は
、
世
界
で
一
億
人
以
上
の

競
技
人
口
を
誇
り
ま
す
。
今
年
は
ド
イ
ツ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
も
開
催
さ
れ
、
日
本
で

も
お
馴
染
み
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

編
成
人
数
は
一
チ
ー
ム
十
一
人
で
す
が
、

国
体
の
場
合
は
、
競
技
時
間
は
前
半
三
十

五
分
、
後
半
三
十
五
分
で
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、前
・
後
半
間
に
十
分
間
の
イ
ン
タ
ー

バ
ル
が
入
り
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
の
魅
力
は
力
強
く
華
麗
な
プ

レ
ー
シ
ー
ン
に
あ
り
ま
す
。
シ
ュ
ー
ト
だ

け
で
は
な
く
、
相
手
マ
ー
ク
を
か
い
く

ぐ
っ
て
の
ド
リ
ブ
ル
や
パ
ス
な
ど
、
見
ど

こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
瞬

時
に
試
合
の
流
れ
が
一
転
す
る
ス
リ
ル
感

も
魅
力
で
し
ょ
う
。

　

サ
ッ
カ
ー
競
技
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は
、

十
月
十
四
日�
〜
十
八
日�
に
西
目
サ
ッ

カ
ー
場
で
「
第
四
十
二
回
全
国
社
会
人

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
」
が
行
わ

れ
ま
す
。
Ｊ
Ｆ
Ｌ
昇
格
を
目
指
す

選
手
た
ち
の
力
強
い
プ
レ
ー
を
ご

覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

▲

ゴ
ー
ル
シ
ー
ン
は
、
サ
ッ
カ
ー
の

　

最
高
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ

《一般書》
・その日の前に　重松　　清
・オリーブの海
　　　　ケヴィン・ヘンクス
・オシムの言葉　木村　元彦
・ハリー・ポッター大事典
　　　　　　　　寺島久美子
・子どもを東大に入れる母親
　のちょっとした「習慣術」
　　　　　　　　和田壽栄子
・日米開戦の真実　佐藤　　優
・昔ながらの漬け物
　　　　　　　　酒井　玲子
・ブラッドタイプ　松岡　圭祐
・月が１００回沈めば
　　　　　　　式田ティエン

《児童書》
・最新映像画像で探る！
　地球のすがた　新井田秀一
・平面図形のパズル　秋山　　仁
・ビーズのてんとうむし
　　　　　　　　最上　一平
・わたしたちの帽子　高楼　方子
・ロボママ　エミリー・スミス
・イシガメの里　松久保晃作
・紅玉　　　　　後藤　竜二
・うそつき大ちゃん　阿部　夏丸
・こんにちはアグネス先生
　　　　カークパトリック・ヒル
・ライト兄弟はなぜ飛べたのか
　　　　　　　　土佐　幸子
・空色の地図　　梨屋アリエ

◎由利図書館　�５３－２１２１



１９年度
実施予定事業
受付中！

２１

▽▽
問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

由
利
本
荘

　

由
利
本
荘

地
域
事
務
所
（

　

地
域
事
務
所
（��
　
　�
　
３
４
３
４

２２２２

７
９
）

　

７
９
）

人
々
が
関
わ
っ
て
き
た
自
然

　

人
々
が
関
わ
っ
て
き
た
自
然

豊
か
な
鳥
海
山
の
歴
史
や
そ
の

豊
か
な
鳥
海
山
の
歴
史
や
そ
の

文
化
遺
産
に
つ
い
て
、
現
代
的

文
化
遺
産
に
つ
い
て
、
現
代
的

な
意
義
と
遺
産
活
用
を
さ
ま
ざ

な
意
義
と
遺
産
活
用
を
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
考
え
て
み
ま
せ

ま
な
角
度
か
ら
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

ん
か
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

　

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

し
て
お
り
ま
す
。

▽▽
と
き
と
き

８
月

日

　

８
月　

日��
２６２６

午
後
１
時

分
〜
４
時

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０３０

▽▽
と
こ
ろ

と
こ
ろ

矢
島
「
日
新
館
」

　

矢
島
「
日
新
館
」

講

演

講　

演　

▽▽
演
題
演
題

「
山
と
現
代
社
会

　
「
山
と
現
代
社
会　�
　

少
子
高
齢
化
時
代
に
お
け
る

　

少
子
高
齢
化
時
代
に
お
け
る

山
と
人
」

　

山
と
人
」

▽▽
講
師
講
師

田
口
洋
美
教
授
（
東

　

田
口
洋
美
教
授
（
東

北
芸
術
工
科
大
学
教
授
）

　

北
芸
術
工
科
大
学
教
授
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▽▽
テ
ー
マ

テ
ー
マ

「
鳥
海
山
の
豊
か

　
「
鳥
海
山
の
豊
か

な
自
然
と
文
化
遺
産
を
ど
の

　

な
自
然
と
文
化
遺
産
を
ど
の

よ
う
に
活
か
す
か
」

　

よ
う
に 
活 
か
す
か
」

い

▽▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

齊
藤

　

齊
藤

壽
胤
さ
ん
（
秋
田
県
民
俗
学

　

壽
胤
さ
ん
（
秋
田
県
民
俗
学

会
理
事
）

　

会
理
事
）

▽▽
コ
メ
ン
テ
ィ
タ
ー

コ
メ
ン
テ
ィ
タ
ー

田
口
洋

　

田
口
洋

美
さ
ん

　

美
さ
ん

▽▽
パ
ネ
リ
ス
ト

パ
ネ
リ
ス
ト　

・
今
野
進
さ
ん
（
ゆ
ざ
環
境
協

・
今
野
進
さ
ん
（
ゆ
ざ
環
境
協

　

働
組
織
鳥
海
自
然
ネ
ッ
ト
ワ
ー

働
組
織
鳥
海
自
然
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
理
事
長
）

　

ク
理
事
長
）

・
松
田
訓
さ
ん
（
本
海
獅
子
舞

・
松
田
訓
さ
ん
（
本
海
獅
子
舞

伝
承
懇
話
会
会
長
）

　

伝
承
懇
話
会
会
長
）

▽ 
と
き　

８
月　

日�
２４

　

午
前　

時
〜

１０

▽
と
こ
ろ　

本
荘
文
化
会
館

▽
内
容　

戦
没
者
遺
族
並
び
に

　

市
民
に
よ
る
参
列
と
追
悼

※
遺
族
代
表
者
に
よ
る
献
花
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
個
人

で
の
献
花
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

▽
参
列　

遺
族
の
方
は
遺
族
会

　

で
取
り
ま
と
め
ま
す
。
遺
族

　

以
外
の
方
は
直
接
会
場
に
お

　

越
し
く
だ
さ
い
。

※
追
悼
式
終
了
後
、
遺
族
地
方

大
会
と
、
浅
野
和
子
一
行
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
引
き
続
き
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
福
祉
支

　

援
課
（�
　
　�
　
６
３
１
５
）

２４

▽
と
き　

９
月
９
日�
　

正
午

　

〜
午
後
５
時

　

９
月　

日�
　

午
前　

時
〜

１０

１０

　

午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

国
指
定
重
要
文
化

　

財
「
土
田
家
住
宅
」
矢
島
町

　

相
庭
舘

▽
料
金　

大
人　

円
、
小
人　

３５０

３００

　

円
（
見
学
料
・
呈
茶
代
含
む
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

土
田
家
住

　

宅
（�
　
　�
　
２
３
６
４
）

５６

戦
没
者
追
悼
式
に
ご
参
列
を

国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
協
賛
事
業

「
古
民
家
に
よ
み
が
え
る
書
と
茶
」

　

ト
ラ
バ
ー
ス
測
量
の
大
会
で

す
。

▽
と
き　

８
月　

日�
２５

　

午
前　

時
〜

１１

▽
と
こ
ろ　

西
目
「
シ
ー
ガ
ル
」

▽
問
い
合
わ
せ
先　

西
目
高
校

　
　
（�
　
　�
　
２
２
０
３
）

３３

▽
と
き　

８
月　

日�
２６

　

午
後
２
時
〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

本
荘
由
利
広
域
交
流

　

セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

・
来
春
高
校
・
大
学
等
卒
業
予

　

定
者
お
よ
び
そ
の
父
兄
な
ど

・　

歳
以
上　

歳
未
満
の
人

１８

２７

秋
田
県
高
等
学
校　
　

　
「
測
量
競
技
大
会
」
開
催

鳥
海
山
の
遺
産
と
活
用
を
探
る

講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
！

自
衛
官
採
用
制
度
説
明
会

　市では、市民が主体的に行い、市の活
性化が期待される活動について、事業費
の一部を助成します。
対象事業
　　公益性が高く、多くの市民参加と市
　の活力増進や市への愛着・連帯感の創
　出が期待されるイベント・活動等で、
　継続的に行われるもの。
　　独創的な視点や工夫が見られ、全市
　にひろがりのある発展性の高い事業を
　期待します。
　　（実施時期が平成１８年１０月～平成１９年
　３月の事業）
補助金の額等　対象事業費の１／２以内、
　補助限度額：５０万円（ただし、予算の
　定める範囲内）また、国・県補助金を
　併用する場合、市補助金との合計額は、
　対象事業費の１ / ２以内とします。
募集期間　８月２１日�～９月１５日�
提出書類　　「地域振興事業計画承認申請
　書」および事業説明書類
提出先　市地域政策課（�２４－６２３１）ま
　たは各総合支所振興課

集会施設の改修等はありませんか？集会施設の改修等はありませんか？
　－集会施設建設費－集会施設建設費

等補助金－　　　　等補助金－

　町内会などで所有する集会施設の改築
や修繕には、市の補助制度が使えます。
（ただし、事業費が５０万円以上のもの）
補助率・限度額

申請方法　１０月末までに見積書を添えて、
　要望書を提出してください。　（様式な
　どは準備しています）
※申請には条件がありますので、計画を
　お持ちの場合はお早めにご連絡・お問
　い合わせください。
申請先　市地域政策課（�２４－６２３２）

■訂正・おわび　８月１日号広報２６�の
「集会施設建設費等補助制度」の中で、「下
水道接続の補助率」に「５／１０」とあるの
は誤りでした。訂正しおわびいたします。

限度額補　助　率区　　分
２００万円２ /　１０新築・改築
１００万円２ /　１０改修・修繕
１００万円２ /　１０取 得
　５０万円２／１０、１ /　２下水道接続

ご活用ください！ご活用ください！

地域づくりの各種補助制度地域づくりの各種補助制度
問い合わせ先　市地域政策課　�２４－６２３１　　　　　　　　　　　　　　�２４－６２３２

躍動のまちづくり活動を応援します躍動のまちづくり活動を応援します

－地域振興事業補助金－－地域振興事業補助金－

で
、
配
達
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ

い
。
回
収
し
た
古
電
話
帳
は
、

新
し
い
電
話
帳
へ
と
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
在
の
場
合
、
後

日
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
電
話
帳
の
種
類
や
配
達
冊
数

　

の
変
更
、
回
収
に
つ
い
て
の

　

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先　

タ

　

ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
（�

　

０
１
２
０　�
　
５
０
６　�
　
３
０

　

９
）

　

現
行
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

ビ
放
送
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
へ
の
移
行
に
伴
い
、
２
０
１

１
年
７
月　

日
ま
で
に
終
了
い

２４

た
し
ま
す
。

▽
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信

　

に
関
す
る
相
談
・
問
い
合
わ

　

せ
先

　

・
受
信
相
談
／
総
務
省
地
上

　

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放

　

送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー
（�

　

０
５
７
０　�
　
０
７　�
　
０
１

　

０
１
）

　

・
視
聴
エ
リ
ア
／�
地
上
デ

　

ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会
ホ
ー

　

ム
ぺ
ー
ジ
（http://w

w
w
.d-

pa.org

）

▽
と
き
・
と
こ
ろ

・
９
月
５
日�
　

市
社
会
福
祉

　

協
議
会
西
目
支
所

・
９
月
７
日�
　

由
利
「
善
隣

　

館
」、
大
内
「
岩
谷
会
館
」

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前　

時
１０

〜
午
後
３
時

▽
主
な
相
談
内
容　

・
人
権
相
談
…
差
別
、
名
誉
、

　

信
用
、
住
居
の
安
全
、
い
や

　

が
ら
せ
、
近
隣
関
係

・
困
り
ご
と
…
土
地
・
建
物
の

　

権
利
お
よ
び
登
記
、
家
族

　
　
（
親
子
、
夫
婦
、
扶
養
、
相

　

続
）、
不
動
産
の
賃
貸
借

・
子
供
の
人
権
…
い
じ
め
、
不

　

登
校
、
体
罰　

▽
問
い
合
わ
せ
先　

法
務
局
本

　

荘
支
局
（�
　
　�
　
０
５
１
６
）

２２

　

広報ゆりほんじょう ２０

　

市
・
県
民
税
第
２
期
分
と
、

国
民
健
康
保
険
税
第
２
期
分
の

納
期
限
（
口
座
振
替
日
）
は
８

月　

日�
で
す
。

３１

　

金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
ま
た
は
市

役
所
市
金
庫
で
忘
れ
ず
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
納

付
の
方
は
、
預
金
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
収
納
課

　
　
（�
　
　�
　
６
２
５
６
）

２４

　

市
で
は
、
左
記
①
②
③
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
高
齢
者
を
、

在
宅
で
継
続
し
て
６
カ
月
以
上

介
護
し
て
い
る
家
族
の
方
に
、

介
護
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

①
介
護
保
険
法
の
要
介
護
状
態

　

区
分
が
要
介
護
４
ま
た
は
５

　

の
方

②
介
護
保
険
法
の
要
介
護
状
態

　

区
分
が
要
介
護
３
で
、
認
知

　

症
の
症
状
が
重
度
と
認
め
ら

　

れ
る
方

③
介
護
保
険
法
の
認
定
は
受
け

　

て
い
な
い
が
、
①
②
に
相
当

　

す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

▽
申
請
期
間　

８
月　

日�
〜

１６

　

９
月　

日�
１５

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

市

　

長
寿
支
援
課
（�
　
　�
　
６
３

２４

　

２
２
）
ま
た
は
各
総
合
支
所

　

福
祉
保
健
課
（
岩
城
総
合
支

　

所
は
市
民
課
）

　

平
成　

年
度
の
計
量
器
「
は

１８

か
り
」
の
定
期
検
査
が
９
月
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象　

業
務
上
取
引
及
び
証

　

明
に
使
用
す
る
計
量
器
を
有

　

す
る
事
業
所
・
商
店
・
個
人

▽
問
い
合
わ
せ
先　

各
総
合
支

　

所
産
業
課

　
　
「
消
防
署
の
ほ
う
か
ら
来

た
者
で
す
」
と
言
葉
巧
み
に
高

額
な
消
火
器
を
販
売
す
る
業
者

が
市
内
に
来
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

消
防
署
で
は
、
消
火
器
の
販

売
や
あ
っ
せ
ん
は
一
切
し
て
い

ま
せ
ん
。
消
火
器
は
ス
ー
パ
ー

や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購

入
で
き
ま
す
の
で
ご
注
意
を
！

市
税
の
期
限
内
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い　
　

計
量
器
定
期
検
査
の　

お
知
ら
せ　
　
　
　
　

▽
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
署
、

　

各
分
署
、
市
生
活
環
境
課
、
各

　

総
合
支
所
市
民
課

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
秋
田
支
店
で

は
、
８
月
中
に
順
次
、
新
し
い

電
話
帳（
平
成　

年
９
月
発
行
）

１８

を
各
家
庭
・
事
業
所
へ
お
届
け

し
ま
す
。　

そ
の
際
、現
在
お
使

い
の
電
話
帳
は
、
新
し
い
電
話

帳
と
お
取
替
え
い
た
し
ま
す
の

人の動き　　　　
　（７月末日現在・住民基本台帳）
人　口　　　８９，９６２人　
　男　　　　４３，１１９人　
　女　　　　４６，８４３人　
世帯数　　　２９，９３２世帯

在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等

介
護
手
当
を
支
給
し
ま
す

消
火
器
の
訪
問
販
売
に

ご
注
意
を　
　
　
　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
発
行
の
電
話
帳

を
配
達
・
回
収
し
ま
す　
　
　

地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

放
送
終
了
の
お
知
ら
せ

「
特
設
人
権
相
談
所
」
開
設
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　走りやすいコースへと変更し、より一層参加しやすくなりました。
　霊峰・鳥海山をバックに、雄大な自然の中を走ってみませんか？
参加者にはオリジナルＴシャツや無料入浴券などのプレゼントがあ
ります。

と　き　１０月７日�　雨天決行
スタート　鳥海トレーニングセンター

参加料　一般／２，０００円、高校生以下／１，０００円、ペア／２，５００円
申し込み方法　所定の申込書（郵便振替用
　　　　紙）に記入の上、参加料を添えて
　　　　最寄りの郵便局からお申し込みく
　　　　ださい。
申し込み・問い合わせ先
　　　　鳥海総合支所産業課内「鳥海山
　　　　ハーフマラソン大会事務局」　�５７
　　　　－２２０５、ＦＡＸ　５７－２０７６　〒０１５－
　　　　０５９２　鳥海町伏見字赤渋２８－１

さわやかな風の中、公園の街・　さわやかな風の中、公園の街・
西目を楽しく走ってみませんか？西目を楽しく走ってみませんか？
参加者には地域の特産品、完走　参加者には地域の特産品、完走
者には記録入り写真付き完走証を者には記録入り写真付き完走証を
プレゼント！多数のご参加をお待プレゼント！多数のご参加をお待
ちしております。ちしております。

と きと　き ９月　９月１０１０日日�� 少雨決行　少雨決行
ところところ 道の駅「にしめ」　道の駅「にしめ」

イベント広場　　　　イベント広場
種 目種　目 一般／３㌔コース、５㌔　一般／３㌔コース、５㌔

コース、８㌔コース　　　　コース、８㌔コース
中学生／３㌔コース、５　　　　中学生／３㌔コース、５
㌔コース　　　　㌔コース

　　　　小学生以下／３㌔コース小学生以下／３㌔コース
参加料参加料 一般／　一般／１，０００１，０００円円

中学生以下／　　　　中学生以下／５００５００円円
申し込み方法申し込み方法 所定の申込書に記　所定の申込書に記

入の上、参加料を添えて　　　　入の上、参加料を添えて
お申し込みください。　　　　お申し込みください。

申し込み・問い合わせ先申し込み・問い合わせ先
Ｂ＆Ｇ西目海洋センター　　　　Ｂ＆Ｇ西目海洋センター

　　　　��３３３－４１２８３－４１２８、、ＦＡＸＦＡＸ３３３－３－
　　　　２２７３ 〒０１８－０６０４ 西２２７３　〒０１８－０６０４　西

目町沼田字新道下２－６８２　　　　目町沼田字新道下２－６８２

募集

申込締切　８月２８日（月）必着

３㌔

中学校男子の部ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

一般男子
中学校女子の部１８歳～２９歳
小学校男子３０歳～４９歳

５～６年生５０歳以上
３～４年生一般女子の部
１～２年生１８歳以上

小学校女子高　　校
５～６年生

１０㌔
一般男子の部

３～４年生一般女子の部
１～２年生３㌔一般女子の部

ペア（内１人は小学生）※ハーフマラソンの部は、高校生を除く

申込締切　９月２０日（水）必着

　

市
に
ふ
さ
わ
し
い
花
、
木
、
鳥
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

応
募
基
準　

市
民
に
な
じ
み
が
深
く
、
親

　
　

し
ま
れ
て
い
る
も
の
。

　
　

市
を
象
徴
す
る
も
の
。

応
募
資
格　

市
に
住
所
を
有
す
る
人
お
よ

　
　

び
由
利
本
荘
市
出
身
の
人
。
年
齢
制

　
　

限
な
し
。

応
募
方
法　
　
「
花
・
木
・
鳥
」
全
部
ま
た

　
　

は
一
つ
以
上
の
項
目
に
つ
い
て
、
ハ

　
　

ガ
キ
ま
た
は
応
募
用
紙
に
住
所
、
氏

　
　

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
市
外
在
住

　
　

の
方
は
出
身
町
内
（
集
落
）
名
を
明

　
　

記
の
上
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク

　
　

ス
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方

　
　

法
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙　

各
総
合
支
所
、
出
張
所
に
備

　
　

え
付
け
の
用
紙
や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　

ジ
（http://w

w
w
.city.yurihonjo.

akita.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

８
月　

日�
必
着

２２

応
募
先　

市
企
画
調
整
課　

〒　
　�
　
８

０１５

　
　

５
０
１　

由
利
本
荘
市
尾
崎　
１７

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　
　�
　
１
３
２
２

２３

　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　
　
　kikaku@

city.yurihonjo.akita.jp

※
詳
し
く
は
広
報
７
月　

日
号
を
ご
覧
く

１５

だ
さ
い
。（
締
め
切
り
を
延
長
し
ま
し
た
）

問
い
合
わ
せ
先

　
　

市
企
画
調
整
課（�
　
�
６
２
２
６
）

２４

　
　
「
電
磁
気
応
用
の
最
前
線
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
公
開
講
座
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
講
座
内
容

・
８
月　

日�
「
ユ
ビ
キ
タ
ス

２６

　

社
会
を
担
う
モ
バ
イ
ル
通
信
」

　

阿
部
紘
士

・
９
月
２
日�
「
地
震
・
雷
・

　

火
事
・
お
や
じ
…
〜
電
気
電

　

磁
的
に
見
る
と
？
〜
」
竹
内

　

伸
直

・
９
月
９
日�
「
超
低
速
・
大

　

ト
ル
ク
モ
ー
タ
は
可
能
？
」

　

穴
澤
義
久

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時

　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

▽
と
こ
ろ　

明
徳
館
ビ
ル
２
階

　

カ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
（
秋
田
市
）

▽
受
講
料　

無
料

▽
申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

　

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

　

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
定
員
１
回
あ
た
り　

人
５０

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒　
　�
　
０
０
５
５　

由
利

０１５

　

本
荘
市
土
谷
字
海
老
ノ
口　
８４

　
　�
　
４　

県
立
大
本
荘
キ
ャ

　

ン
パ
ス
企
画
広
報
チ
ー
ム
佐

　

藤
、
齋
藤
（�
　
　�
　
２
０
２

２７

　

１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ　
　�
　
２
１
８
０
）、

２７

　

Ｅ
メ
ー
ルkoho_akita@

akita

-pu.ac.jp

広報ゆりほんじょう ２２

　

次
の
市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。

▽
公
営
住
宅　

　

由
利
地
域
１
戸
（
滝
沢
舘
）

　

鳥
海
地
域
１
戸
（
下
野
）

▽
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　

岩
城
地
域
１
戸
（
田
町
）

▽
申
込
期
限　

８
月　

日�
２５

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先

　

入
居
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
市
都
市
計
画
課
（�

　
　
　�
　
６
３
３
４
）
ま
た
は
各

２４

　

総
合
支
所
建
設
課
へ

　

元
気
な
地
域
を
つ
く
る
皆
さ

ん
の
活
動
（
町
内
会
や
学
校
単

位
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
や

防
犯
活
動
等
）
を
、
写
真
や
イ

ラ
ス
ト
、
作
文
な
ど
で
自
由
に

表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
賞
品　

元
気
な
ふ
る
さ
と
づ

　

く
り
大
賞
（
副
賞
３
万
円
相

　

当
）
な
ど

▽
応
募
期
限　
　

月　

日�

１０

３１

　

当
日
消
印
有
効

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.p
ref.ak

ita.lg
.jp
/

ty
o
sei/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
総
合
政

　

策
課
（�
０
１
８　�
　
８
６
０

　
　�
　
１
２
１
５
）

　

韓
国
食
文
化
を
代
表
す
る
参

鶏
湯
を
通
じ
、
身
近
な
国
際
交

流
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と
き　

①
９
月
１
日�
　

②

　

９
月
８
日�

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
〜

３０

　

４
時

※
同
一
内
容
で
２
回
開
催
。

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
会
館

▽
内
容　

韓
国
伝
統
の
滋
養
に

　

富
ん
だ
薬
膳
料
理
「
参
鶏
湯
」

　

づ
く
り
で
す
。

▽
講
師　
 
朴  
權 
さ
ん

パ
ク 
ロ
ン

▽
定
員　

各
回
先
着　

人
１６

▽
受
講
料　

無
料

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

　

巾
、
筆
記
用
具

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月　

日�
ま
で
、
由
利
地

２５

　

域
国
際
定
期
便
利
用
促
進
協

　

議
会
事
務
局
（
県
由
利
地
域

　

振
興
局
内
）　

田
中
、
會
津　
（�

　
　
　�
　
５
４
３
２
）

２２

　
「
元
気
な
ふ
る
さ
と　
　

秋
田
づ
く
り
」
活
動
紹
介

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

韓
国
料
理
（ 
参  
鶏  
湯 
）　

サ
ム 

ゲ 

タ
ン

教
室
の
受
講
生
を
募
集

県
立
大
学
シ
ス
テ
ム
科
学

技
術
学
部
公
開
講
座　
　

暮らしのお知らせ 　県では、自然環境との触れ合いや学びの場
においてリーダーとして活動している方を
対象に、「水と緑の条例」に関する研修の機
会を提供し、「水と緑」の保全・創造につい
て、地域で活躍できる人材の育成を目指しま
す。

▽対象者
　　県内で、森林学習会やトレッキングなど
　の指導者として年間おおむね５回以上の
　活動実績があり、今後とも積極的に活動す
　る意思のある方。

▽研修内容
　　第１回：　９月２４日�　条例趣旨講習など
　　第２回：１０月２９日�　環境に配慮した公
　　　　　　共工事等の現地見学など

▽募集人員　１０人

▽申し込み方法
　　受講を希望する方は、下記問い合わせ先
　へご連絡ください。折り返し申請書をお送
　りします。

▽申し込み期限　９月１日�必着

▽問い合わせ先
　　県水と緑推進課　伊藤、小松（�０１８－
　８６０－１７４１）

「水と緑のアドバイザー」育成事業「水と緑のアドバイザー」育成事業
受講生を実施します受講生を実施します
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児童たちの作品を通した国際交流

児
童
た
ち
の
絵
画
と
由
利
本
荘
市
内
の
児

童
の
絵
画
を
展
示
す
る
、
国
際
児
童
絵
画

交
流
展
が
ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア
ク
ア
パ
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
交
流
展
は
市
が
主
催
し
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
と
ス
ポ
ー
ツ

全
般
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
友
好
都
市
の
協

力
を
得
て
作
品
を
募
集
し
た
も
の
で
す
。

　

八
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
の
交
流
展
で

展
示
さ
れ
た
の
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ

リ
ュ
ー
ジ
ュ
市
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
バ
ー
ツ

市
、
中
国
の
無
錫
市
の
児
童
の
作
品
各
十

点
と
市
内
の
八
小
学
校
の
児
童
の
作
品
二

十
二
点
の
合
計
五
十
二
点
。
提
示
会
場
に

は
、
夏
休
み
期
間
中
の
児
童
や
市
民
が
訪

れ
、
力
作
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
企
業
、
県
立
大
学
、
市
が
連
携
し

て
新
産
業
の
創
造
に
生
か
す
こ
と
を
狙
い

と
し
た
、
産
学
官
地
域
交
流
連
携
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
七
月
二
十
三
日
、
本
荘
由
利
産

学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
県
立
大
学
の
三
人
の
教
授
が
研

究
事
例
と
企
業
経
営
策
の
概
略
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
。
続
い
て
、
精
密
機
械
製
造
の

五
社
と
金
融
機
関
が
現
状
や
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、「
自
社
ブ

ラ
ン
ド
で
事
業
を
進
め
る
方
策
」、「
製
造

技
術
と
研
究
分
野
の
連
携
を
探
る
試
み
」

な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
論
議
を
交
わ
し

ま
し
た
。
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秋田県中学校総合体育大会成績
【柔道】
（７月１０日・男鹿市総合体育館）
・男子個人４８�級
　優勝　中村　潤慈（本荘北中学校３年）
・男子個人６６�級
 　優勝　佐藤慎太郎（本荘東中学校２年）
・女子個人４４�級
 　優勝　五十嵐美里（本荘北中学校２年）
・女子個人５２�級
 　優勝　佐藤　　愛（本荘東中学校３年）
・女子個人５７�級
 　優勝　冨樫　　優（本荘東中学校３年）
・女子個人６３�級
 　優勝　山浅　美里（本荘東中学校２年）
【水泳】
（７月８日～１０日・秋田市県立総合プール）
・男子４００ｍメドレー
　優勝　本荘北中学校（田口峻：３年、鈴木
　　　　海：３年、福川将：３年、畑山貴　
　　　　大：３年）
・男子２００ｍ背泳ぎ
　優勝　畑山　貴大（本荘北中学校３年）
・男子２００ｍバタフライ
　優勝　田口　　峻（本荘北中学校３年）
・男子２００ｍ個人メドレー
　優勝　福川　　将（本荘北中学校３年）
【陸上】
（７月８日～１０日・秋田市県営陸上競技場）
・男子低学年リレー
　優勝　由利中学校（三浦圭悟：２年、佐々
　　　　木光：２年、佐藤雄紀：１年、堀和
　　　　斗：１年）
【卓球】
（７月８日～１０日・鹿角市トレーニングセン
　ターアルパス）
・女子シングルス
　優勝　松田亜由美（鳥海中学校３年）
【ソフトボール】
（７月８日、９日・矢島中学校グラウンド）
・男子
　優勝　本荘東中学校

秋田県小学校陸上大会
（７月１７日・秋田市八橋陸上競技場）
・女子８０ｍハードル
　優勝　菊地　暁子（上川大内小学校６年）

秋田県小学校バンドフェステバル
（７月２３日・能代市文化会館）
　最優秀団体　新山小学校

　

本
市
と
友
好
関
係
に
あ
る
国
際
交
流
都

市
で
、
韓
国
の
梁
山
市
を
除
く
三
都
市
の

地域の新産業の創造を目指す交流セッション

環境満点のパークゴルフ場では数多くの大会を開催

　

八
塩
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
東
由
利
の
八

塩
い
こ
い
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、
緑

豊
か
な
広
々
と
し
た
芝
生
が
広
が
っ
て
環

境
満
点
。

　

年
間
を
通
し
て
数
多
く
の
大
会
が
開
催

さ
れ
る
な
ど
、
地
元
で
も
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

愛
好
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
七
月
三
十
日

に
は
、
第
十
六
回
秋
田
県
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

協
会
連
合
会
交
流
大
会
「
鶴
舞
カ
ッ
プ
」

が
行
わ
れ
、
広
々
と
し
た
芝
生
の
中
で
気

分
爽
快
に
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
を
連
発
し
て

い
ま
し
た
。
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み
学
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
新
館
を
会
場
に
し
た
学
習
会
は
、
矢

島
中
高
連
携
の
ス
ム
ー
ズ
な
実
現
に
向
け

て
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
高

校
受
験
五
教
科
に
つ
い
て
、
矢
島
中
学
校

の
教
師
の
ほ
か
矢
島
高
校
の
教
師
が
指
導

に
当
た
り
ま
し
た
。

　

八
月
二
日
に
行
わ
れ
た
、
理
科
の
「
化

学
変
化
」
の
学
習
会
に
は
五
十
三
人
の
生

徒
が
参
加
。
矢
島
高
校
の
那
須
教
頭
が
指

導
し
、「
基
本
を
き
っ
ち
り
押
さ
え
る
こ

と
が
大
事
」、「
頭
で
丸
暗
記
し
な
い
で
、

手
で
書
い
て
覚
え
る
こ
と
」
な
ど
、
来
年

の
受
験
に
向
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
送
ら

れ
、
生
徒
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
耳
を
傾

け
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
一
年
四
月
に
矢
島
高
校
と
の

連
携
を
目
指
し
て
い
る
矢
島
中
学
校
（
今

野
瀧
子
校
長
）
で
は
、
夏
休
み
期
間
中
を

利
用
し
て
矢
島
高
校
教
師
を
招
い
た
夏
休

　

東
由
利
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究

会
（
金
子
拓
雄
代
表
）
が
主
催
す
る
農
業

体
験
が
八
月
六
日
、
東
由
利
老
方
で
行
わ

れ
、
市
内
や
秋
田
市
か
ら
参
加
し
た
親
子

連
れ
な
ど
約
三
十
人
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り

を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち
は
夏
の

日
差
し
が
ま
ぶ
し
い
青
空
の
下
で
た
く
さ

ん
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
掘
っ
た
後
、
ゆ
で
た

て
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
フ
ラ
ン
ス
鴨
の
卵
な

ど
地
場
産
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し

た
昼
食
に
大
喜
び
。

　

収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
袋
一
杯
に
詰

め
込
ん
で
汗
を
拭
き
な
が
ら
笑
顔
で
運
ん

で
い
ま
し
た
。

中高連携の効果を試みる学習会

おいしいジャガイモ堀りの農業体験
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おくやみ申し上げます

「おくやみ」「お誕生」に掲載を希望される方は、市
民生活課または各総合支所市民課、出張所窓口にお申
し出ください。

〈７月１６日～３１日受付分〉

佐　藤　 和 　 美 ちゃん（　知　さん）小人町
なご み

鈴　木　 翔 　 大 ちゃん（哲　也さん）八幡下
しょう た

渡　邊　ま　のちゃん（正　明さん）古雪町
齋　藤　 颯 　 哉 ちゃん（勝　紀さん）小人町

そう や

宮　田　 藍 　 香 ちゃん（宏　志さん）石脇
あい か

嵯　峨　 美 　 海 ちゃん（孝　宏さん）南ノ股
み う

藤　澤　に　じちゃん（幹　寛さん）石脇
佐　藤　 煌 　 毅 ちゃん（福　朗さん）芦川

こう き

加　川　 流 　 音 ちゃん（和　宏さん）井戸尻
る おん

加　藤　 亮 　 汰 ちゃん（拓　宏さん）大鍬町
りょう た

猿　田　 杏 　 樹 ちゃん（和　樹さん）東町
あん じゅ

�　橋　　　 哲 ちゃん（知　哉さん）一番堰
てつ

堀　　　 雄 　 太 ちゃん（正　広さん）中梵天
ゆう た

倉　橋　 桜 　 果 ちゃん（安　武さん）石脇
おう か

佐　藤　　　 　 ちゃん（純　一さん）矢島町元町
れん

渡　　　 瑛 　 希 ちゃん（幸　弘さん）岩城内道川
えい き

進　藤　　　 快 ちゃん（　綾　さん）岩城二古
かい

�　野　 洸 　 太 ちゃん（　裕　さん）中田代
こう た

伊　藤　 光 　 星 ちゃん（和　彦さん）中館
こう せい

東海林　 涼 　 雅 ちゃん（　純　さん）岩谷町
りょう が

鈴　木　　　 　 ちゃん（　俊　さん）西目町出戸
れん

谷　野　 未 　 来 ちゃん（弘　喜さん）西目町出戸
み らい

加　藤　 涼 　 慈 ちゃん（　真　さん）西目町沼田
りょう じ

佐　藤　 蒼 　 生 ちゃん（純　一さん）鳥海町上直根
あお い

（　）は保護者

三浦勝美氏（市行政協力員・岩城内道川）は、７月
２８日永眠されました。氏は、平成１５年１月から旧岩
城町および市の行政協力員として、市（町）政の円
滑な推進と地域自治の向上にご尽力されました。享
年７４歳。

〈７月１６日～３１日受付分〉

長谷川　友四郎さん（８７歳）花畑町二丁目
渡　部　トスエさん（８３歳）松ヶ崎
相　沢　　　柾さん（８４歳）日役町
田　村　榮　治さん（９７歳）水林
東海林　嘉　吉さん（８７歳）松ヶ崎
伊　藤　ノ　ブさん（９８歳）内黒瀬
三　浦　かつ子さん（５１歳）鮎瀬
腰　山　キ　ミさん（８５歳）石脇
齋　藤　きみ子さん（８７歳）石脇
三　浦　秀　一さん（６４歳）薬師堂
佐　藤　勝　造さん（６８歳）石脇
東海林　幸　子さん（８１歳）石脇
佐々木　　　節さん（８１歳）田町
大　庭　由美子さん（５７歳）東町
�　原　ハナ子さん（７８歳）山田
小　松　イ　キさん（９２歳）花畑町一丁目
大　滝　　　良さん（７９歳）石脇
須　田　孫　一さん（７３歳）矢島町元町
田　口　カ　ネさん（１００歳）岩城亀田最上町
�　野　丈　夫さん（７２歳）岩城道川
芹　田　満　夫さん（７０歳）岩城二古
伊　藤　巳三郎さん（７６歳）前郷
畠　山　勝　男さん（７３歳）中田代
伊　藤　銀　一さん（７２歳）長坂
小笠原　雄　三さん（８１歳）大谷
�　地　フチエさん（８８歳）中田代
堀　　　　　信さん（８８歳）中館
金　澤　セ　ナさん（９２歳）岩谷町
吉　尾　之　子さん（４４歳）牛寺
小　野　安　男さん（７６歳）東由利舘合
半　田　清　三さん（１００歳）西目町沼田
柳　橋　竣　二さん（７４歳）西目町出戸
阿　部　春太郎さん（７９歳）西目町出戸
佐　藤　　　�さん（６１歳）鳥海町栗沢
佐　藤　キヨコさん（７６歳）鳥海町上川内

■第４７回全日本ローラーホッケー選手権大会
　第１９回全日本女子ローラーホッケー選手権大会

▽とき…８月２４日�～２７日�　午前９時３０分～　

▽ところ…市総合体育館

▽申し込み・お問い合わせ…秋田県ローラースポーツ連盟
　　　（�０１８－８６３－４５４５）
■平成１８年度県立本荘高等学校同窓会総会

▽とき…９月２日�　午後３時～

▽ところ…ホテルアイリス　　 ▽会費…５，０００円

▽申し込み・お問い合わせ…８月２１�　まで、県立本荘高等
　　学校同窓会事務局（�２２－０８３２）
■８人制家庭バレーボール大会

▽とき…９月３日�　午前９時～

▽ところ…本荘体育館（旧市民体育館）

▽参加費…１人１００円

▽申し込み・お問い合わせ…８月２５日�まで、鶴舞スポーツ
　　クラブ金森さん（�２２－６２１６）
■「コアラちゃん教室」に参加しませんか
　未就園児が幼稚園の子どもたちと交流する会です。子育て
の相談も行っております。

▽とき…９月８日�、１０月２６日�、１１月２２日�　いずれも
　　午前１０時～１１時３０分

▽ところ…本荘カトリック幼稚園
※駐車場は幼稚園向かいの運動場をご利用ください。

▽対象…０歳～就園前の乳幼児と保護者

▽持ち物…内ズック、帽子、着替え

▽お問い合わせ…本荘カトリック幼稚園（�２２－２０６８）
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お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
の
と
っ
て
お
き

の
写
真
を
広
報
に
載
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

広
報
広
聴
課
で
は
、
子
ど
も
の
笑
顔
写
真

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
…
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
（
市

　

内
在
住
に
限
る
）

■
内
容
…
①
写
真
一
枚
②
ひ
と
こ
と
コ
メ

　

ン
ト
③
子
ど
も
の
氏
名
・
ふ
り
が
な
・

　

生
年
月
日
・
住
所
④
○
○
さ
ん
ち
の
○

　

○
部
分
⑤
連
絡
先
電
話
番
号

■
申
し
込
み
…
郵
送
か
メ
ー
ル
で
広
報

　

広
聴
課
へ
（
あ
て
先
な
ど
は
裏
表
紙
に

　

記
載
し
て
い
ま
す
）。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
紙
面
の
都

　

合
上
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■第３６回「鮎まつり」「鮎釣大会」開催

▽とき…８月２０日�　受付：午前８時～、競技時間：午前９
　　時～午後１時、鮎まつり：午後２時～

▽ところ…矢島克雪センター　※小雨決行

▽参加料…大会参加者：２，０００円、鮎まつりのみ：３，０００円

▽お問い合わせ…佐藤さん（�５５－２０１１）
■植樹チャリティーイベント「ＲＯＯＴ２００６」

▽とき…８月１９日�　午後１時～９時　※入場無料

▽ところ…松寿公園（松ヶ崎体育館隣）　※雨天決行

▽内容…県内を拠点に活動しているアーティストのライブ
　　を中心とした野外チャリティーフェスタ。会場では募金
　　活動を行い、集まった募金は運営費を除き、植樹に使わ
　　せていただきます。

▽ホームページ…ｈｔｔｐ：//１９．ｘｍｂｓ．ｊｐ/ｒｏｏｔｓｉｎｍａｔｕｇａ/
■秋田プリマ食品「納涼祭」へお出でください

▽とき…８月１９日�　午後５時～９時 

▽ところ…秋田プリマ食品㈱グラウンド

▽内容…盆踊り、抽選会、太鼓演奏、打ち上げ花火、模擬店
　　など

▽お問い合わせ…秋田プリマ食品㈱業務課（�２３－４１８６）
■第８回カジュアルダンスパーティー

▽とき…８月２０日�　午後１時３０分～４時

▽ところ…アクアパル

▽会費…１，５００円　※前売り整理券には抽選券付き

▽入場整理券のお求め・お問い合わせ…竹内さん（�０９０－
　　３３６３－９２６３）
■育児サークル「新婦人親子リズム会」であそぼ！
　体験会への参加者や会員を募集中です。
　雨の日でも思いっきり走れるよ！

▽とき…８月２４日�、３１日�　午前１０時３０分～正午

▽ところ…本荘由利広域交流センター　多目的ホール

▽内容…リズム体操、工作、絵本の読み聞かせ、おやつ

▽対象…０歳から就学前の乳幼児と親・祖父母
※体験会は無料ですが、通常は月会費１，０００円です。

▽お問い合わせ…近藤さん（�２４－２７６７）
■悳墨友会アルゼンチン水墨画交流展

▽とき…９月１日�　正午～４日�　午後１時

▽ところ…本荘文化会館地下会議室　　 ▽入場料…無料

▽内容…由利本荘教室の受講生の作品とアルゼンチン水墨
　　画愛好会の皆さんの作品を展示

▽お問い合わせ…茜谷さん（�２２－１３７０）
■第４回由利本荘ドリンクテーリング　前売券好評発売中！
　５件のはしご酒で土曜の夜を満喫しませんか。全員に参加
賞あります。

▽とき…９月２日�　受付：午後５時４５分～、スタート：午
　　後６時～、ゴール：午後９時（商工会館）

▽前売券…３，８００円（当日券４，５００円）ポスターのあるお店で
　　販売中

▽賞品…完走者には抽選で旅行券（３万円相当）が当たるほ
　か、賞品多数ご用意しています。
※詳しくはポスターをご覧いただくか、下記へお問い合わせ
ください。

▽お問い合わせ…市社交飲食同業組合（�２３－１８１１）、大会
　　事務局（�０９０－１０６８－８３８４）

※９月１５日号へ掲載希望の原稿は９月１日（金）が締め切りです。

　７月にめでたく満１００歳を迎えられた３人の
方に、市より賀詞と長寿祝金が贈呈されました。
　これからもお元気でお過ごしください。

佐々木　イ　シ　さん

　　（明治３９年７月２６日生まれ・西目町海士剥）
佐　藤　チ　ヨ　さん

　　（明治３９年７月３０日生まれ・矢島町城内）
眞　坂　トクヨ　さん

　　（明治３９年７月３１日生まれ・岩谷町）


